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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空のボア、第1の端部、及び第2の端部を有するハウジングと、
　前記ハウジングによって支持され、前記ハウジングに対して回転するように構成され、
第1の開放端部を有するとともに前記第1の開放端部と流体連通する通路を内部に有する雄
ルアーチップと、
　前記雄ルアーチップの前記通路内へ前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部の方向に
延びる、実質的な剛性を有する内部部材とを備え、
　前記雄ルアーチップと前記内部部材の少なくとも一方は、前記雄ルアーチップと前記内
部部材の他方に対して第1の位置と第2の位置との間を軸方向に移動可能であり、
　前記雄ルアーチップと前記内部部材は、前記雄ルアーチップがハウジングに対して第1
の方向に回転することによって、前記雄ルアーチップの第1の開放端部と前記内部部材の
端部との間の軸方向変位が増大するように協働し、
　前記第1の位置では、前記内部部材の前記端部が、前記雄ルアーチップの前記第1の開放
端部に対して実質的な流体密封シールを構成して前記雄ルアーチップの内部の流体の流れ
を実質的に妨げ、
　前記第2の位置では、前記内部部材の前記端部が、前記第1の開放端部から間隔を置いて
配置され、それによって、流体が前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部内を流れるの
が可能になるルアーコネクタ。
【請求項２】



(2) JP 6058530 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

　前記雄ルアーチップは、雌コネクタが前記ルアーコネクタにねじ接続されるときに前記
ハウジングに対して第1の方向に回転するように構成される、請求項1に記載のルアーコネ
クタ。
【請求項３】
　前記雄ルアーチップと前記内部部材は、前記雄ルアーチップが前記ハウジングに対して
第2の方向に回転することによって、前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部と前記内部
部材の前記端部との間の前記軸方向変位が低減するように協働する、請求項1又は2に記載
のルアーコネクタ。
【請求項４】
　前記内部部材は前記雄ルアーチップに対して軸方向に移動可能である、請求項1から3の
何れか一項に記載のルアーコネクタ。
【請求項５】
　前記内部部材は、前記内部部材の少なくとも一部を貫通し、前記ハウジングの前記中空
のボアと流体連通し、流体が前記内部部材内を流れるのを可能にするように構成された軸
方向開口部を備える、請求項1から4の何れか一項に記載のルアーコネクタ。
【請求項６】
　前記内部部材は、その長さの少なくとも実質的な一部に沿って中実の断面を有し、した
がって、前記ルアーコネクタ内を流れる少なくとも実質的な量の流体が前記内部部材の外
面の周りを流れる必要がある、請求項1から4の何れか一項に記載のルアーコネクタ。
【請求項７】
　前記雄ルアーチップと前記内部部材の少なくとも一方が前記雄ルアーチップと前記内部
部材の他方に対して前記第1の位置と前記第2の位置との間を軸方向に移動したときに体積
を変化させるように構成されたチャンバを前記ハウジング内にさらに備え、前記チャンバ
の前記体積は、前記雄ルアーチップ及び前記内部部材が前記第1の位置にあるときの方が
多い、請求項1から6の何れか一項に記載のルアーコネクタ。
【請求項８】
　前記内部部材は、前記雄ルアーチップと協働し、前記雄ルアーチップが回転したときに
前記雄ルアーチップと前記内部部材との間の軸方向変位の変化を生じさせるように構成さ
れたらせん面又は斜面を備える、請求項1から7の何れか一項にルアーコネクタ。
【請求項９】
　前記雄ルアーチップ及び前記内部部材を前記第1の位置の方へ付勢するように構成され
た弾性部材をさらに備える、請求項1から8の何れか一項に記載のルアーコネクタ。
【請求項１０】
　前記雄ルアーチップは円錐状の外面を有する、請求項1から9の何れか一項に記載のルア
ーコネクタ。
【請求項１１】
　前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部の開口部及び前記内部部材の前記端部は、卵
形断面形状又はその他の非円形断面形状を有する、請求項1から10の何れか一項に記載の
ルアーコネクタ。
【請求項１２】
　前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部の前記開口部は、先細りした内壁部を有し、
前記内部部材の前記端部は、前記雄ルアーチップの前記内壁部と協働する先細りした外壁
部を有し、前記雄ルアーチップ及び前記内部部材は、前記雄ルアーチップと前記内部部材
との間の相対的な回転によって前記雄ルアーチップと前記内部部材との間に軸方向の変位
が生じるように構成される、請求項11に記載のルアーコネクタ。
【請求項１３】
　中空のボア、第1の端部、及び第2の端部を有するハウジングと、
　前記ハウジングによって支持され、前記ハウジングに対して軸方向に移動するように構
成され、第1の開放端部を有するとともに前記第1の開放端部と流体連通する通路を内部に
有する雄ルアーチップと、
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　前記雄ルアーチップの前記通路内へ前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部の方向に
延びる、実質的な剛性を有する内部部材と、
　弾性部材とを備え、
　前記雄ルアーチップは、前記内部部材に対して第1の位置と第2の位置との間を軸方向に
移動可能であり、
　前記第1の位置では、前記内部部材の端部が、前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部
に対して実質的な流体密封シールを構成して前記雄ルアーチップの内部の流体の流れを実
質的に妨げ、
　前記第2の位置では、前記内部部材の前記端部が、前記第1の開放端部から間隔を置いて
配置され、それによって、流体が前記雄ルアーチップの前記第1の開放端部内を流れるの
が可能になり、
　前記弾性部材が前記雄ルアーチップを前記第1の位置の方へ付勢するように構成されて
いる、ルアーコネクタ。
【請求項１４】
　前記雄ルアーチップは、雌コネクタが前記ルアーコネクタにねじ接続されるときに前記
第1の位置から前記第2の位置へ軸方向に移動するように構成される、請求項13に記載のル
アーコネクタ。
【請求項１５】
　前記内部部材は、その長さの少なくとも実質的な一部に沿って中実の断面を有し、した
がって、前記ルアーコネクタ内を流れる少なくとも実質的な量の流体が前記内部部材の外
面の周りを流れる必要がある、請求項13又は14に記載のルアーコネクタ。
【請求項１６】
　前記内部部材は、前記内部部材の少なくとも一部を貫通し、前記ハウジングの前記中空
のボアと流体連通し、流体が前記内部部材内を流れるのを可能にするように構成された軸
方向開口部を備える、請求項13又は14に記載のルアーコネクタ。
【請求項１７】
　前記雄ルアーチップは、円錐状の外面を有する、請求項13から16の何れか一項に記載の
ルアーコネクタ。
【請求項１８】
　中空のボア、第1の端部、及び第2の端部を有するハウジングと、
　前記ハウジングによって支持され、前記ハウジングに対して回転するように構成され、
第1の端部に開口部を有するとともに前記第1の端部の前記開口部と流体連通する通路を内
部に有する雄ルアーチップと、
　前記雄ルアーチップの前記通路内へ前記雄ルアーチップの前記第1の端部の前記開口部
の方向に延び、第1の端部に開口部を有するとともに前記第1の端部の前記開口部と流体連
通する通路を内部に有する内部部材とを備え、
　前記雄ルアーチップは、前記内部部材に対して第1の位置と第2の位置との間を回転可能
であり、
　前記第1の位置では、前記雄ルアーチップの前記第1の端部の前記開口部が、前記内部部
材の前記第1の端部の前記開口部に対して実質的にずれて前記雄ルアーチップの内部の流
体の流れを実質的に妨げ、
　前記第2の位置では、前記雄ルアーチップの前記第1の端部の前記開口部が、前記内部部
材の前記第1の端部の前記開口部に対して実質的に位置合わせされ、それによって、流体
が前記雄ルアーチップ内を流れるのが可能になるルアーコネクタ。
【請求項１９】
　前記雄ルアーチップは、雌コネクタが前記ルアーコネクタにねじ接続されるときに前記
ハウジングに対して前記第1の位置から前記第2の位置へ第1の方向に回転するように構成
される、請求項18に記載のルアーコネクタ。
【請求項２０】
　前記雄ルアーチップは、雌コネクタが前記ルアーコネクタからねじ接続を解除されると
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きに前記ハウジングに対して前記第2の位置から前記第1の位置へ第2の方向に回転するよ
うに構成される、請求項18又は19に記載のルアーコネクタ。
【請求項２１】
　前記内部部材は前記ハウジングに対して回転可能に固定される、請求項18から20の何れ
か一項に記載のルアーコネクタ。
【請求項２２】
　前記内部部材は、前記内部部材の少なくとも一部を貫通し、前記内部部材の前記第1の
端部の開口部と流体連通する軸方向開口部を備える、請求項18から21の何れか一項に記載
のルアーコネクタ。
【請求項２３】
　前記雄ルアーチップは前記第1の位置の方へ付勢される、請求項18から22の何れか一項
に記載のルアーコネクタ。
【請求項２４】
　前記雄ルアーチップは、円錐状の外面を有する、請求項18から23の何れか一項に記載の
ルアーコネクタ。
【請求項２５】
　前記ルアーコネクタは、前記雄ルアーチップが前記第1の位置又は前記第2の位置を越え
て回転するのを妨げられるように構成される、請求項18から24の何れか一項に記載のルア
ーコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権情報及び参照による組込み
　本出願は、本明細書に完全に記載された場合と同様に参照により全体が本明細書に組み
込まれている、2010年5月6日に出願された 特許文献１(名称は「Medical Connector With
 Closeable Luer Connector」)の優先権の利益を主張する。優先権の利益は、米国特許法
第119条(e)を含むがそれに限定されない適切な法律上の基礎に基づいて請求される。
【０００２】
　本開示の各実施形態は概して、流体が内部を流れる医療コネクタに関し、特に雄ルアー
を含む医療コネクタに関する。
【背景技術】
【０００３】
　病院及びその他の医療環境では、患者との間の流体の移送を容易にするために通常、コ
ネクタ、弁、及びチューブのシステムが使用される。そのようなシステムを滅菌状態に維
持し、様々な構成要素が嵌め合わされ外されるときに流体の漏れを防止するのは困難であ
ることが多い。細菌、残屑、及び流体の漏れに対する障壁を維持するために、雌コネクタ
は、隔膜、可撓性のシール、又はその他の障害物のようなクロージャをコネクタの嵌め合
い端部に備えることが多い。雄ルアーコネクタが雌コネクタと嵌め合わせられると、雌コ
ネクタのクロージャが一時的に開放されるか、貫通されるか、又は動かされて2つのコネ
クタの間を流体が流れることが可能になる。雄コネクタは通常、針又はルアーを使用して
雌コネクタ上のクロージャを開放するか、貫通するか、又は動かす。
【０００４】
　多くのシステムでは、外されるときに外部環境から自動的に遮断されるのは雌コネクタ
だけである。雄ルアーコネクタは一般に、自動密閉機構を備えていない。雄ルアーコネク
タは、キャップのような追加の構成要素を使用して流体の流れを停止させ細菌及び残屑の
進入を妨害することもある。そのようなクロージャ機構は自動的に動作しない(又はまっ
たく使用されない)ので、雄ルアーコネクタが密閉されないままになり、それによって、
流体が滴下することがある。このため、流体移送システムの内部及び外部で不衛生な状態
が生じる可能性が高くなることがある。さらに、ある化学療法治療のようないくつかの医
療用途では、チューブ及びコネクタ内の流体が放出された場合有害であることがある。
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【０００５】
　さらに、病院及びその他の医療環境の忙しい環境では、ヘルスケア提供者が複数の医療
器具を一方の手で迅速に操作しなければならないことが多く、雄コネクタが外れたときに
雄ルアーキャップを回収して迅速に取り付けるのは困難である。さらに、雄ルアーコネク
タは、点滴静注バッグのような重力送り流体源の下流側端部で使用されることが多い。コ
ネクタ及びチューブは、最初にそのような供給源に連結されるときには通常、空であり(
例えば、空気が充填されている)、流体をプライミングしなければ患者に連結することが
できない。プライミング手順の間、流体はチューブの上流側端部から下流側端部上の雄ル
アーコネクタの方へ流れることが可能である。
【０００６】
　流体がチューブ内を流れるときに、チューブ内の空気が下流側端部の所で雄コネクタか
ら環境内に逃げる。流体自体も、雄コネクタに到達した後、逃げてこぼれることがある。
雄ルアーコネクタは通常、プライミング後に自動的に密閉されないので、雄ルアーは、雄
コネクタが雌コネクタに嵌め合わせられながら急速に移動しているときに少量の流体を滴
下することが多い。このため、雄ルアーは通常、プライミング手順の終了時に流し又はゴ
ミ箱の上方に保持され、滴下する流体が流し又はゴミ箱に収容される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国仮出願第61/332103号
【特許文献２】米国特許第5685866号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　密閉可能な雄ルアーを含む医療コネクタの様々な実施形態を開示する。本明細書におい
て開示される様々な実施形態の1つ又は複数の特徴を他の実施形態の1つ又は複数の特徴と
組み合わせて追加の実施形態を形成することが可能であると考えられる。そのような組合
せは本開示の範囲内である。いくつかの実施形態では、プライミング及びその他の手順の
間の滴下を最低限に抑えるか又はなくし、かつ細菌及びその他の残屑に対する流体移送シ
ステムの障壁を改善するように、密閉可能な雄ルアーコネクタが雌コネクタと嵌め合わさ
れているときに自動的に開放され、かつそのようなコネクタから外されるときに自動的に
密閉されるか、あるいは密閉可能な雄ルアーコネクタを容易に機械的に開放し密閉するこ
とができる。いくつかの実施形態では、プライミング及びその他の手順の間の滴下を最低
限に抑えるか又はなくし、かつ細菌及びその他の残屑に対する流体システムの障壁を改善
するとともに、ユーザが密閉可能な雄ルアーを開放するタイミングをより慎重に調節する
のを可能にするように、密閉可能な雄ルアーを、(例えば、ねじを外すことによりハウジ
ング同士の連結を解除することなどによって)コネクタ同士の間の機械的な連結を損なわ
ずにユーザによって機械的に開放することができる。
【０００９】
　いくつかの実施形態において、雄ルアーコネクタは、第1の端部及び第2の端部を含む主
ハウジングを有する。ハウジングの第1の端部は、雄ルアーと、雄ルアーの少なくとも一
部を囲むシュラウドとを備えてもよい。シュラウドは、その内壁上に配置されたねじ山を
含んでもよい。流体経路を含むチューブ弁部材をハウジング内に配置してもよい。弁部材
は、その第1の端部上にチップを有してもよい。チップの近くの領域において、弁部材上
に1つ又は複数の流体穴を配置して弁部材に流体経路を設けてもよい。雄ルアーの第1の端
部の所の領域又は第1の端部の近くの領域において雄ルアーの内壁にぴったりと当接する
ようにチップを構成してもよい。いくつかの実施形態において、弁部材は、第1の端部の
方に向けることのできる1つ又は複数のストラットを有してもよい。ストラットは、ハウ
ジングの一部の内部を軸方向に延びてもよく、第1の端部の側のストラットの端部をハウ
ジングの第1の端部上の雄ルアーとシュラウドとの間の空間内に配置してもよい。ある長
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さの医療チューブをコネクタに連結してもよい。チューブの端部を接着、溶接、ねじ、又
は他の何らかの手段によってコネクタの第2の端部に取り付けてもよい。金属又は弾性材
料の何れかから形成された弾性部材を少なくとも一部がハウジング内に配置されるように
配置してもよく、この弾性部材は弁部材を密閉位置の方へ付勢してもよい。
【００１０】
　密閉状態又は密閉位置において、弁部材のチップを雄ルアーの第1の端部上の内壁の部
分にぴったりと接触するように押し込んでもよく、医療チューブからチューブ状の弁部材
を通過する流体の流れを概ね妨害することができる。流体が雄ルアーの第1の端部上の開
口部から流出することは概ねなくなる。その理由は、そのような開口部を弁部材のチップ
によって遮断することができるからである。
【００１１】
　弁部材をハウジングから移動又は変位させるように力を加えると、弾性部材にその付勢
に対抗して応力を加えることができ、弁部材のチップを開放位置の方へ変位させることが
できる。この変位力は、雄ルアーを別の医療器具の雌端部に連結する動作によって自動的
に加えられてもよい。雌コネクタの前進端部が雄ルアーコネクタのハウジングの第1の端
部を登るときに、雌コネクタが弁部材のストラット又はルアーチップのような弁部材の別
の部分に接触し、かつストラット又は別の部分に対して第2の端部の方へ向かう力を加え
る。この力は、弾性部材によって加えられる第1の端部の方へ向けることのできる付勢力
に対抗して弁部材の一部を第2の端部の方へ移動させることができる。この開放状態では
、流体が互いに向かい合う穴の内部を流れ、弁部材のチップの周りを流れ、弁部材のチッ
プと雄ルアーの第1の端部上の内壁との間の隙間を通ってコネクタから流出するのを可能
にすることができる。いくつかの実施形態では、雄コネクタと雌コネクタを接合する際に
弁部材が流体導管(例えば、雌コネクタ内に配置される導管)に接触するときに弁部材を第
2の端部の方向へ自動的に前進させることができる。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、例えば、ハウジング及びチューブを握っていた手を離すか又
はハウジングの第1の端部から雌コネクタを外すことによって上記の分離力が除去された
ときに、弾性部材は再び弁部材を密閉位置に押し込むことができる。これによって、弁部
材の第1の端部上のチップが、雄ルアーの第1の端部の近くの領域における内壁の部分にぴ
ったりと当接することができ、弁からの流体の流出を妨害することができる。
【００１３】
　本明細書では、前述の実施形態の他の特徴及び構成と、密閉可能な雄ルアーを含む他の
コネクタに関する追加的な実施形態も開示する。そのような実施形態は概して、対応する
雌コネクタとの連結時に自動的に操作することのできるコネクタ上の雄ルアーを通過する
流体の流れを許容又は妨害するための手段を含む。そのような実施形態は、雄ルアーコネ
クタの雌部を別の雄ルアーコネクタ又はシリンジのような他の構成要素の対応する雄ルア
ー部に結合するのを可能にする特徴及び構成も含む。
【００１４】
　本明細書において開示するいくつかの実施形態は、中空のボアと、第1の端部と、第2の
端部とを有するハウジングを有するルアーコネクタの第1の構成に関する。ハウジングに
対して回転するように構成された雄ルアーチップをハウジングによって支持してもよい。
雄ルアーチップは、第1の開放端部と、第1の開放端部と流体連通する雄ルアーチップ内の
通路とを有してもよい。ルアーコネクタは、雄ルアーチップの通路内へ雄ルアーチップの
第1の開放端部の方向に延びる実質的な剛性を有する内部部材を有してもよい。いくつか
の実施形態において、雄ルアーチップと内部部材の少なくとも一方は、雄ルアーチップと
内部部材の他方に対して第1の位置と第2の位置との間で軸方向に移動可能であってもよい
。雄ルアーチップがハウジングに対して第1の方向に回転することによって、雄ルアーチ
ップの第1の開放端部と内部部材の端部との間の軸方向変位が増大するように協働するよ
うに、雄ルアーチップと内部部材を構成してもよい。
【００１５】
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　第1の位置では、内部部材の端部が、雄ルアーチップの第1の開放端部に対して実質的な
流体密封シールを構成して、雄ルアーチップ内部の流体の流れを実質的に妨げてもよく、
第2の位置では、内部部材の端部を第1の開放端部から間隔を置いて配置し、それによって
、流体が雄ルアーチップの第1の開放端部内を流れるのを可能にしてもよい。前述の第1の
構成のいずれにおいても、雌コネクタがルアーコネクタにねじ接続されるときにハウジン
グに対して回転するように雄ルアーチップを構成してもよい。
【００１６】
　いくつかの実施形態において、雄ルアーチップと内部部材は、雄ルアーチップがハウジ
ングに対して第2の方向に回転することによって、雄ルアーチップの第1の開放端部と内部
部材の端部との間の軸方向変位が低減するように協働してもよい。いくつかの実施形態に
おいて、内部部材は、雄ルアーチップに対して軸方向に移動可能であってもよく、ルアー
コネクタ内を流れる少なくとも実質的な量の流体が内部部材の外面の周りを流れることが
必要になるように内部部材の長さの少なくとも実質的な一部に沿って中実の断面を有して
もよい。内部部材のいくつかの構成は、内部部材の少なくとも一部を貫通し、ハウジング
の中空のボアと流体連通し、流体が内部部材内を流れるのを可能にするように構成された
軸方向の開口部を有してもよい。
【００１７】
　本明細書において開示するルアーコネクタのいくつかの実施形態は、雄ルアーチップと
内部部材の少なくとも一方が雄ルアーチップと内部部材の他方に対して第1の位置と第2の
位置との間を軸方向に移動するときに体積を変化させるように構成されたチャンバをハウ
ジング内にさらに有してもよい。チャンバの体積は、雄ルアーチップ及び内部部材が第1
の位置にあるときに増大してもよい。内部部材のいくつかの構成は、雄ルアーチップと協
働し、かつ雄ルアーチップが回転するときに雄ルアーチップと内部部材との間の軸方向変
位の変化を生じさせるように構成されたらせん面又は斜面を有してもよい。このルアーコ
ネクタは、雄ルアーチップ及び内部部材を第1の位置の方へ付勢するように構成された弾
性部材を有してもよい。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、雄ルアーチップの第1の開放端部の開口部及び内部部材
の端部は、卵形又はその他の非円形の断面形状を有してもよい。雄ルアーチップの第1の
開放端部の開口部は、先細りした内壁部を有してもよく、内部部材の端部は、雄ルアーチ
ップの内壁部と協働する先細りした外壁部を有してもよい。雄ルアーチップと内部部材と
の間の相対的な回転によって雄ルアーチップと内部部材との間の軸方向の変位が生じるよ
うに、雄ルアーチップ及び内部部材を構成してもよい。
【００１９】
　本明細書において開示するいくつかの実施形態は、中空のボア、第1の端部、及び第2の
端部を有するハウジングと、ハウジングによって支持され、ハウジングに対して軸方向に
移動するように構成され、第1の開放端部を有し第1の開放端部と流体連通する通路を内部
に有する雄ルアーチップと、雄ルアーチップの通路内へ雄ルアーチップの第1の開放端部
の方向に延びる実質的な剛性を有する内部部材とを有するルアーコネクタに関する。いく
つかの実施形態において、雄ルアーチップは、内部部材に対して第1の位置と第2の位置と
の間を軸方向に移動可能であってもよい。第1の位置では、内部部材の端部が、雄ルアー
チップの第1の開放端部に対して実質的な流体密封シールを構成して、雄ルアーチップ内
部の流体の流れを実質的に妨げてもよく、第2の位置では、内部部材の端部を第1の開放端
部から間隔を置いて配置し、それによって、流体が雄ルアーチップの第1の開放端部内を
流れるのを可能にしてもよい。
【００２０】
　ルアーコネクタのいくつかの実施形態では、雌コネクタがルアーコネクタにねじ接続さ
れるときに第1の位置から第2の位置まで軸方向に移動するように雄ルアーチップを構成し
てもよい。内部部材のいくつかの構成は、ルアーコネクタ内を流れる少なくとも実質的な
量の流体が内部部材の外面の周りを流れることが必要になるように内部部材の長さの少な
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くとも実質的な一部に沿って中実の断面を有してもよい。いくつかの実施形態において、
内部部材は、内部部材の少なくとも一部を貫通し、ハウジングの中空のボアと流体連通し
、流体が内部部材内を流れるのを可能にするように構成された軸方向の開口部を有しても
よい。ルアーコネクタは、雄ルアーチップを第1の位置の方へ付勢するように構成された
弾性部材をさらに有してもよい。
【００２１】
　本明細書において開示するいくつかの実施形態は、中空のボア、第1の端部、及び第2の
端部を有するハウジングと、ハウジングによって支持され、ハウジングに対して回転する
ように構成され、第1の端部に開口部を有し第1の端部の開口部と流体連通する通路を内部
に有する雄ルアーチップとを有するルアーコネクタに関する。ルアーコネクタは、雄ルア
ーチップの通路内へ雄ルアーチップの第1の端部の開口部の方向に延び、第1の端部に開口
部を有し第1の端部の開口部と流体連通する通路を内部に有する内部部材を有してもよい
。内部部材に対して第1の位置と第2の位置との間を回転可能になるように雄ルアーチップ
を構成してもよい。第1の位置では、雄ルアーチップの第1の端部の開口部が内部部材の第
1の端部の開口部に対して実質的にずれて雄ルアーチップ内部の流体の流れを実質的に妨
げてもよく、第2の位置では、雄ルアーチップの第1の端部の開口部を内部部材の第1の端
部の開口部に対して実質的に位置合わせし、それによって、流体が雄ルアーチップ内を流
れるのを可能にしてもよい。
【００２２】
　いくつかの実施形態では、雌コネクタがルアーコネクタにねじ接続されるときにハウジ
ングに対して第1の位置から第2の位置への第1の方向に回転すること、及び/又は雌コネク
タがねじによってルアーコネクタから外されるときにハウジングに対して第2の位置から
第1の位置への第2の方向に回転することを行うように雄ルアーチップを構成してもよい。
いくつかの実施形態では、内部部材をハウジングに対して回転可能に固定してもよい。ル
アーチップを第1の位置の方へ付勢してもよい。雄ルアーチップが第1の位置又は第2の位
置を越えて回転するのを妨げられるようにルアーコネクタを構成してもよい。
【００２３】
　本開示のある実施形態について以下の図を参照して詳しく説明する。これらの図は、例
示のためにのみ示されており、各実施形態は各図に示す主題に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１Ａ】懸垂された重力送り点滴静注バッグから流体を受け取るように構成されたチュ
ーブに取り付けられた雄ルアーコネクタの一実施形態の斜視図である。この図および他の
図において、コネクタと取り付けられるチューブの相対的なサイズは、ある細部が見やす
くなるように他の物体と比較して大きくされている。
【図１Ｂ】患者に挿入されたチューブに取り付けられた雌コネクタに連結された図1Aの雄
ルアーコネクタの一実施形態の斜視図である。
【図２Ａ】図1Aに示されているルアーコネクタの実施形態の外側の側面図である。
【図２Ｂ】密閉位置における図2Aの線2B-2Bに沿ったコネクタの断面図である。
【図２Ｃ】開放位置における図2Aの線2B-2Bに沿ったコネクタの断面図である。
【図３Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図３Ｂ】開放位置における図3Aにおけるコネクタの断面図である。
【図４Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図４Ｂ】開放位置における図4Aにおけるコネクタの断面図である。
【図４Ｃ】図4Aに示すルアーコネクタの実施形態のルアーチップの一実施形態の斜視図で
ある。
【図４Ｄ】図4Cに示すルアーチップの実施形態の側面図である。
【図４Ｅ】図4Aに示すルアーコネクタの実施形態のバルブチューブの一実施形態の斜視図
である。
【図４Ｆ】図4Eに示すバルブチューブの実施形態の側面図である。
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【図５Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図５Ｂ】密閉位置における図5Aに示すルアーコネクタの実施形態の端面図である。
【図５Ｃ】開放位置におけるルアーコネクタの実施形態を示す、図5Aに示すルアーコネク
タの実施形態の端面図である。
【図５Ｄ】図5Cの線5D-5Dを通る、図5Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である
。
【図５Ｅ】図5Cの線5E-5Eを通る、図5Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である
。
【図５Ｆ】図5Aに示すルアーコネクタの実施形態のバルブチューブの一実施形態の一部の
斜視図である。
【図６Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図６Ｂ】開放位置における図6Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である。
【図６Ｃ】密閉位置における図6Aに示すルアーコネクタの実施形態の端面図である。
【図６Ｄ】開放位置における図6Bに示すルアーコネクタの実施形態の端面図である。
【図６Ｅ】図6Aに示すルアーコネクタの実施形態のルアーチップの一実施形態の斜視図で
ある。
【図６Ｆ】図6Aの線6F-6Fを通る、図6Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である
。
【図６Ｇ】図6Bの線6G-6Gを通る、図6Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である
。
【図７Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図７Ｂ】開放位置における図7Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である。
【図８Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図８Ｂ】開放位置における図8Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である。
【図９Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図９Ｂ】開放位置における図9Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である。
【図１０Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図１０Ｂ】開放位置における図10Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である。
【図１１Ａ】密閉位置におけるルアーコネクタの別の実施形態の断面図である。
【図１１Ｂ】開放位置における図11Aに示すルアーコネクタの実施形態の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　いくつかの実施形態において、密閉機構は、流体がコネクタの雄ルアー端部から逃げる
か又は雄ルアー端部に進入するのを実質的に妨げならびに/又は妨害し、一方、雄ルアー
が手動で開放されるか又は対応する雌ルアーと嵌め合わされたときに流体が流れるのを可
能にするように働く。本明細書では、「密閉される」、「密封される」、「妨げる」、又
は「妨害する」のような用語は、流体の流れに対する障害又は障壁であると理解すべきで
ある。これらの用語は、特定の構造又は構成がすべての状況において完全な流体密閉を実
現することを必要とするものと理解されるべきではない。
【００２６】
　化学療法において使用される薬剤を含むある種の薬剤は、ある用途において患者に有害
であることがある。例えば、そのような薬剤に皮膚をさらすと化学熱傷を生じることがあ
る。エアロゾル形態のある種の薬剤を吸引することも有害である場合がある。したがって
、薬剤の収容を制御することが極めて望ましい。
【００２７】
　図1Aは、懸垂された重力送り点滴静注バッグから流体を受け取るように構成されたチュ
ーブに取り付けられた雄ルアーコネクタの一実施形態の斜視図である。いくつかの実施形
態では、代替として、標準的な雄ルアー端部と嵌め合わせられるようにコネクタの雌端部
を構成してもよい。図1Aでは、密閉可能な雄ルアーコネクタ10のいくつかの実施形態が密
閉位置で示されている。ルアーコネクタ10は、ポールスタンド11から懸垂された、流体が
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充填された重力送り点滴静注バッグ9に取り付けられてもよい。バッグ9の底部にチューブ
13の一部が取り付けられてもよい。チューブ13の反対側の端部は、ルアーコネクタ10の第
2の端部14に連結されてもよい。ルアーコネクタ10の第1の端部12の内部の密閉機構は、ル
アーコネクタ10が密閉構成にある限り、バッグ9内に収容された流体がチューブ13内を流
れてルアーコネクタ10から漏れるのを防止することができる。
【００２８】
　図1Aに示されている点滴静注注輸システムは、患者と流体連通するように容易に準備を
整えることができる。たいていの環境では、チューブ13を点滴静注バッグ9に最初に連結
するときにチューブ13に空気を充填することができる。図1Aに示すように、チューブ13の
他方の端部を密閉されたコネクタに連結することができる場合、空気は逃げることができ
ず、流体は点滴静注バッグ9からチューブ13に流入することができない。いくつかの実施
形態では、すべての空気がルアー10を通して除去され、点滴静注バッグ9内の流体がチュ
ーブ13及びコネクタ10を充填するまで、ルアーコネクタ10を開放位置になるように変更し
てもよい。この手順は「プライミング」と呼ばれている。流体ライン及びコネクタが適切
にプライミングされた直後に、ヘルスケア提供者はルアーコネクタ10を密閉位置に変更し
てルアーコネクタ10内部の流体の流れを停止させてもよい。
【００２９】
　図1Bは、患者に挿入されたチューブに取り付けられた例示的な雌コネクタに連結された
図1Aの雄ルアーコネクタの一実施形態の斜視図である。次に図1Bを参照する。患者の腕15
にカテーテル17が挿入されている。カテーテル17は、腕15の皮膚を貫通しており、患者の
血流に流体連結されてもよい。カテーテル17は、雌医療コネクタ21に取り付けられたある
長さの医療チューブ19に連結されてもよい。図1Bに示す雌医療コネクタ21の例には、カリ
フォルニア州サンクレメンテのICU Medical, Inc.によって製造されているClave(登録商
標)コネクタの型がある。この種のコネクタの様々な実施形態が、参照により全体が本明
細書に組み込まれる特許文献２において図示され記載されている。本明細書において開示
する雄ルアー実施形態の多くは他の種類の雌コネクタと一緒に使用されてもよいと考えら
れる。チューブ19、カテーテル17、及び雌コネクタ21には、標準的な手順を使用して事前
に流体がプライミングされている。ルアーコネクタ10は、前述のようにプライミングされ
雌コネクタ21と嵌め合わされてもよい。以下により詳しく説明するように、雄コネクタ10
と雌コネクタ21を嵌め合わせると、流体が点滴静注バッグ9から患者内に流れるのを可能
にすることができる。雄コネクタ10と雌コネクタ21を外すと、流体が雄コネクタ10の第1
の端部12から流出するのを再び妨げることができる。一般に、流体が雌コネクタ21の開口
部から流出するのを妨げることもできる。
【００３０】
　図1A～図1Bに示す実施形態について以下により詳しく説明する。本明細書において開示
する他の実施形態の各々を図示の流体システムならびにその様々な修正例及び代替例に使
用してもよい。さらに、コネクタの様々な実施形態を様々な追加の医療流体システムに使
用してもよいと考えられる。例えば、開示するコネクタを使用して血液、尿、もしくはイ
ンシュリンのような体液、滋養物流体、及び/又は化学療法治療において使用される流体
のような治療流体を移送してもよい。開示するコネクタを使用して流体移送システムの様
々な他の構成要素を相互連結してもよい。
【００３１】
　次に図2A～図2Cを参照する。図1A～図1Bの密閉可能な雄ルアー10の実施形態がより詳し
く示されている。図2Aは、ルアーコネクタ10の実施形態の外側の側面図である。図2B及び
図2Cはそれぞれ、密閉位置(又は第1の位置)及び開放位置(又は第2の位置)におけるルアー
コネクタ10の断面図である。ルアーコネクタ10が密閉位置にあるとき、流体がルアーコネ
クタ10内部を流れるのを弁部材20によって著しく妨げることができる。開放位置では、ル
アーコネクタ10内部の流体の流れをそれほど妨害しないように弁部材20を開放位置に移動
させてもよい。
【００３２】
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　図2Aに示されているように、組立て済みのルアーコネクタ10のいくつかの実施形態は、
ハウジング22と、ルアーコネクタ10の第2の端部14の近くに配置されるポート部材24と、
ルアーコネクタ10の第1の端部12の近くに配置される雄ルアー又はルアーチップ26と、ル
アーチップ26の少なくとも一部を囲むシュラウド28と、ハウジング22によって支持される
上述の弁部材20とを備えてもよい。ハウジング22は、ハウジングの別個に形成された2つ
以上の部分を接合することができる分割線25を形成してもよい。図示の実施形態を参照す
る。超音波溶接、エポキシ、もしくはその他の接着剤、締まりばめ、機械的連結部、単体
構造、及び/又は他の任意の適切な結合方法を使用して、ポート部材24を分割線25の所で
ハウジング22と接合してもよい。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、ポート部材24とハウジング22を一体的に形成してもよく、そ
の場合、これらの構成要素及びその他の構成要素の組立てに対処するように弁部材20及び
ハウジング22を異なるように構成する必要がある。例えば、いくつかの実施形態では、ポ
ート部材24とハウジング22を一体的に形成する場合、ルアーコネクタの第1の端部12の所
のシュラウド28を通してハウジング22内でルアーチップ26、バルブチューブ32、及び密封
部材44を組み立てることができる。ルアーチップ26及び密封部材44をハウジング22内の所
望の位置に保持するように構成することができる保持部材(図示せず)を、他の構成要素を
ハウジング22内で組み立てた後でハウジング22に組み付けてもよい。いくつかの実施形態
において、保持部材(図示せず)は、ルアーチップ26及びストラット36が保持部材に対して
並進するのを可能にするように構成され、内部に開口部が形成された平面状の円板であっ
てもよい。超音波溶接、エポキシ、もしくはその他の接着剤、締まりばめ、機械的連結部
、及び/又は他の任意の適切な結合方法を使用して、保持部材をハウジング22に接合して
もよい。
【００３４】
　さらに、ハウジング22に挿入された後でポート部材24に隣接する軸方向固定位置に保持
されるようにバルブベース34を構成してもよい。いくつかの実施形態では、ポート部材24
に組み付けられるときに、ポート部材24との締まりばめを形成するようにバルブベース34
を構成してもよい。いくつかの実施形態では、超音波溶接、接着剤、タブ、溝、もしくは
突起のような機械的連結部、及び/又は他の任意の適切な結合方法を使用してバルブベー
ス34をポート部材24に取り付けてもよい。バルブベース34又は本明細書において説明する
任意の同様の構成要素に軸方向開口部(図示せず)を形成してこの開口部に流体又は薬剤を
流してもよい。したがって、いくつかの実施形態では、バルブベース34をポート部材24の
1つ又は複数の内面にぴったりと当接するように形成してもよい。代替として、いくつか
の実施形態では、バルブベース34及びバルブチューブ32をポート部材24と一体的に形成し
、バルブチューブ32の端部32aを、ルアーチップ26が組み立てられた後にバルブチューブ3
2に取り付けられるように構成してもよい。
【００３５】
　さらに、図示の実施形態では、ルアーチップ26がハウジング22内に形成された内壁42に
形成された開口部40を通って突き出るようにハウジング22を構成してもよい。以下により
詳しく説明するように、ルアーチップ22が内壁42に形成された開口部40に対して軸方向に
並進するようにルアーコネクタ10を構成してもよい。
【００３６】
　図示の実施形態では、弁部材20は、バルブベース34からコネクタ10の第1の端部12の方
へ突き出るチューブ32と、好ましくは雄ルアー26の第2の領域26cから突き出て第2の領域2
6cによって支持される一対のバルブアーム又はストラット36とを備えてもよい。図示の実
施形態では、組立て済み構成において、バルブストラット36をチップ26の各側面に沿って
チップ26に隣接するように配置してもよい。ルアーコネクタ10が密閉位置にあるとき、流
体がルアーチップ26の遠位端26aに形成された開口部38内を流れるのを概ね妨げるように
、バルブチューブ32の遠位部32aの内面の一部をルアーチップ26の遠位部26aの一部の内面
に接触させて密封可能に密閉することができる。
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【００３７】
　好ましくはルアーチップ26の遠位端部26aに形成された開口部38又は本明細書において
説明する任意のルアーチップの任意の開口部の断面直径例として、約2mm以下及び約0.5mm
～約2.0mmが挙げられる。列挙された範囲内又は範囲外の何れかの他の直径を使用しても
よい。いくつかの実施形態において、開口部38は、任意の所望の形状又は他の適切な形状
であってもよい。開口部38の形状とは無関係に、バルブチューブ32の遠位部32aは、ルア
ーコネクタ10が密閉位置に配置されたときに、全体的な流体密封シールが実現されるよう
に、開口部38内の空間を適切に占有するサイズを有してもよい。
【００３８】
　図示の実施形態では、チューブ32がハウジング22に対して軸方向の固定位置に支持され
るようにルアーコネクタ10を構成してもよい。特に、いくつかの実施形態では、バルブベ
ース34の後部34aをポート部材24の内面24aによって間接的又は直接的に支持してもよい。
図示の実施形態では、実質的な剛性を有する1つ又は複数のタブ50をバルブベース34の後
部34aから突き出るように形成してもよい。ポート部材24の内面24aに当接するようにタブ
50を構成してもよい。流体又は薬剤がバルブベース34の周りを自由に流れるのを可能にす
るようにバルブベース34及びタブ50を構成することが好ましい。さらに、ルアーチップ26
をバルブチューブ32に対して軸方向に並進するように滑り可能に支持してもよい。
【００３９】
　雄ルアー26の第2の端部領域26cによって片持ち梁構成に支持することのできるバルブス
トラット36を、ハウジング22の内壁42を貫通するように形成された開口部48内を滑るよう
に構成してもよい。内壁42を貫通する開口部48の数は、バルブベース34によって支持され
るバルブストラット36の数と等しくてもよい。
【００４０】
　ルアーチップ26の外面とハウジング22の内面との間に環状の密封部材44を配置して任意
の流体が何れかの開口部40、48内を流れるのを概ね妨げてもよい。密封部材44を弾性材料
で形成し、ルアーチップ26に対してルアーコネクタ10の第1の端部12に向かう軸方向の付
勢力を加えてルアーコネクタ10を密閉位置に付勢するように構成してもよい。
【００４１】
　図2B及び図2Cを参照する。密封部材44が密封部材44の第1の端部の所で(例えば、ルアー
コネクタ10の第1の端部12により近い密封部材44の端部の所で)バルブストラット36の後面
36bに当接するようにルアーコネクタ10を構成してもよい。同様に、密封部材44が密封部
材44の第2の端部の所で(例えば、ルアーコネクタ10の第2の端部12により近い密封部材44
の端部の所で)ポート部材24の内面24bに当接するようにルアーコネクタ10を構成してもよ
い。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、図2B～図2Cに示す実施形態と同様に、バルブチューブ32又は
本明細書の他の何れかの実施形態を参照して説明する他の何れかのバルブチューブ又は弁
部材は、ルアーコネクタ内を流れる流体の実質的な一部が弁部材の外側の周りを流れるよ
うに中実であってもよい。さらに、バルブチューブが中実であるか、又はバルブチューブ
がその少なくとも一部を軸方向に貫通する開口部を備えるように、本明細書において開示
する任意のルアーコネクタ実施形態を構成してもよい。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、弁20、バルブベース34、バルブストラット36、及び突起52を
一体的に形成してもよい。いくつかの実施形態では、バルブチューブ32、バルブベース34
、バルブストラット36、及び突起52を含む弁部材20の任意の要素を別々に形成し、以後の
製造ステップにおいて接着するか又は他の方法で接合してもよい。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、ハウジング22は、ルアーコネクタ10の軸方向中心を通っ
てコネクタ10の第2の端部14から離れる方向に延びることのできる通路54を含む全体的に
チューブ状の構造であってもよい。そのため、いくつかの実施形態では、図2Cに示されて
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いるようにルアーコネクタ10を開放状態又は開放位置に配置すると、流体が第2の端部14
からポート部材24内を流れ、バルブベース34及びチューブ32の周りを流れ、ルアーコネク
タ10の第1の端部12の所に配置されるルアーチップ26の開口部38を通って流出するのを可
能にすることができる。図2B及び図2Cを参照する。ルアーコネクタ10の第2の端部14の近
くにおいて、ポート部材24及び流体通路54の対応する部分は、そこに挿入された標準的な
直径の医療チューブの部分を収容するか、又は任意の標準的なサイズもしくは適切なサイ
ズの医療コネクタもしくは医療構成要素、特にISO標準及び/又はANSI標準に対応する医療
器具に接合することができるようなサイズ及び構成を有してもよい。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、第2の端部14からルアーチップ26の遠位端までのハウジ
ング22(又は本明細書において説明する何れかのハウジング)の長さは、約0.75インチであ
ってもよい。しかし、ハウジング22のサイズはそのように制限されるわけではない。いく
つかの実施形態において、第2の端部14からルアーチップ26の遠位端までのハウジング22(
又は本明細書において説明する任意のハウジング)の長さは約0.5インチから約0.75インチ
まで、又は約0.75インチから約1.0インチまで、又は約1.0インチから約1.5インチ以上、
又はこれらの範囲内の任意の値から任意の値までであってもよい。したがって、ハウジン
グ22は、コネクタの重量又は体積を最低限に抑えることができるように第2の端部14から
ルアーチップ26の遠位端まで約1.5インチ以下であってもよいが必ずしもそうではない。
しかし、ハウジング22は、特定の用途に適した任意の長さを有してもよい。
【００４６】
　シュラウド28は、コネクタ10を取外し可能に別の医療器具にしっかりと取り付けるため
の雌ねじ56を内壁に有してもよい。他の実施形態では、シュラウド28は、簡易脱着機構又
は他の手段を含む取外し可能な連結部を構成するための他の構造又は材料を含んでもよい
。図示のように、ハウジング22及びシュラウド28は、ユーザがユーザの指によってシュラ
ウド28及びハウジング22をしっかりと握って捻るのを助け、ルアーコネクタ10が捻られた
ときにルアーコネクタ10がユーザの手の中で滑るのを防止するための複数の突起58又は他
の適切な要素を外面上に形成してもよい。他の実施形態(図示せず)において、ハウジング
22又はシュラウド28は、上記のことの代わりに又は上記のことに加えて、指がコネクタ10
から滑るのを防止する上方に先細りした側壁を有するくぼみ、又は指がコネクタ10に対し
て滑るのを防止する他の任意の要素もしくは材料を形成してもよい。突起58は、ユーザの
指が、コネクタ10の両側に配置されるときに、使用時のコネクタ10の向きにかかわらずく
ぼみに触れる可能性が高くなるように、ハウジング22又はシュラウド28の実質的に外面全
体の周りを延びてもよい。
【００４７】
　図2A～図2Cを参照する。チップ26は先細りした外壁を有してもよい。ルアーチップ26の
直径は、バルブベース34からチップ26の遠位端部26aに向かって徐々に小さくなってもよ
い。上述のように、チップ26は、ルアーチップ26の遠位端部26aの所に配置される開口部3
8を形成してもよい。内壁42であってもよいルアーチップ26のベースの近くにおいて、内
部空間60(図2Bに最も明確に示されている)がルアーコネクタ10の流体通路54及び開口部38
と連通して、ルアーコネクタ10全体を貫通する流体流路を構成してもよい。いくつかの実
施形態において、流体通路という用語は、ルアーコネクタ内部の流体経路全体を指すもの
である。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれに関しても、ハウジング、シ
ュラウド、ルアーチップ、又はポート部材(例えば、雄端部及び雌端部)あるいは他の接合
要素の各寸法をANSI標準及び/又はISO標準のような適用可能な標準及び/又は規則に適合
させてもよい。
【００４８】
　図2Cに最も明確に示されているように、いくつかの実施形態では、密封可能な密閉機構
を形成するようにルアーチップ26の遠位端部26aのサイズ及び形状と相補的なサイズ及び
形状を有するようにチューブ32の遠位端部32aを構成してもよい。特に、いくつかの実施
形態では、密閉位置において、ルアーチップ26の内面26bをバルブチューブ32の外面32bに
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接触させて、流体又は他の薬剤がルアーチップ26の遠位端26aに形成することのできる開
口部38を通過するのを妨げる全体的な流体密封シールを構成してもよい。したがって、こ
の構成では、好ましくは雄ルアー10が雌コネクタと嵌め合わされていないときに密閉可能
な雄ルアー10内を延びる流体通路を外部環境と流体連通しないように密閉するように密閉
機構を構成してもよい。
【００４９】
　したがって、チューブ32の遠位端部32aがルアーチップ26の内面に当接したときに、雄
ルアー10の第1の端部12の所又はその近くにクロージャを形成することができる。さらに
、チューブ32の遠位端部32aを、チューブ32を形成するのに使用される材料とは異なる材
料から作ってもあるいはそのような材料によって覆ってもよい。例えば、いくつかの実施
形態では、チューブ32を形成するのに使用される材料と比較してより優れた密封特性を示
すことのできるより柔らかくより展性又は変形性の高い材料によって遠位端部32aを覆い
、チューブ32の遠位端部32aとルアーチップ26との間により優れたシールを構成してもよ
い。
【００５０】
　本明細書において説明するいずれのルアーコネクタも、上述のルアーコネクタ10のいず
れの実施形態の特徴を備えるように構成してもよい。さらに、いくつかの実施形態では、
弁部材20を流体経路なしで構成してもよく、その場合、弁部材20は、ルアーコネクタ10の
第1の端部と第2の端部との間で流体を送る手段ではなく弁部材20の周りを流れる流体に対
する遮断プランジャとして働くことができる。
【００５１】
　図示の実施形態のハウジング22又は本明細書において説明する任意の実施形態のハウジ
ング、ポート部材24、及び本明細書において開示する他の何れかの構成要素をいくつかの
異なる材料又は材料の組合せの何れかによって構成してもよい。いくつかの実施形態では
、ハウジング22又は本明細書において説明する任意のハウジングをポリカーボネート又は
他の高分子材料のような比較的剛性の高い材料から構成してもよい。本明細書において説
明する任意の実施形態のハウジング22、ポート部材24、及び/又は弁部材、あるいはこの
実施形態又は他の何れかの実施形態の何れかの構成要素を、バイエルマクロロンのような
疎水性の材料又は他の任意の適切な材料で構成してもよい。
【００５２】
　弁部材20の長さは、ハウジング22の長さよりも短くてよいが、弁部材20の長さがそのよ
うに限定されることはない。弁部材20を含むがそれに限定されない、本明細書において説
明する任意の弁組立体を、射出成形によって製造してもよい。最後に、図示の実施形態の
弁部材20は図2B～図2Cに示すように構成されているが、他の多数の構成も可能である。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、図2A～図2Cに示されている実施形態と同様に、ポート部材24
の外面24a上に1つ又は複数の突起あるいは隆起したタブ66(ねじ山のようなタブであるが
それに限定されない)を形成して弁部材20の第2の端部14に医療器具(図示せず)を取外し可
能に取り付けるのを容易にしてもよい。したがって、いくつかの実施形態において、外面
24aは、突起、隆起したタブ、又は外面24a上に形成される他の要素を除いて円筒状であっ
てもよい。いくつかの実施形態では、ポート部材24の内面の直径がルアーコネクタ10の第
2の端部14に隣接するこの内面の部分において最大になり得るようにこの内面を円錐状に
形成してよい。この内面の内部テーパは、通常の雄ルアーのテーパに対して相補形状にな
り、ぴったりと嵌る。そのような内部テーパは、医療シリンジに関する標準のようなANSI
及び/又はISOの標準及び/又は規則に準拠したテーパであってもよい。
【００５４】
　同様に、ルアーチップ26の外面26cは、医療シリンジに関する標準のようなANSI及び/又
はISOの標準及び/又は規則に準拠するように直線状であってもあるいは先細りしていても
よい。いくつかの実施形態では、ルアーチップ26の内面及びチューブ32の外面は直線状で
あってもあるいは先細りしていてもよい。ルアーチップ26の内面及びチューブ32の外面を
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先細りさせると、チューブ32が密閉位置の方へ移動するにつれて、ルアーチップ26の先細
りした内面とチューブ32の外面との間の距離が短くなるので、チューブ32とルアーチップ
26との間の内部空間60に流入しこの内部空間60に拘束される流体の量を最小限に抑えるの
を助けることができる。
【００５５】
　図2A～図2Cに示すように、密閉可能なルアーコネクタ10は、ルアーコネクタ10の第2の
端部14の所に雌嵌め合い端部を有し、ルアーコネクタ10の第1の端部12の所に雄ルアー嵌
め合い端部を有してもよい。(上記で参照した)図1Bの密閉可能な雌コネクタ21と、同様の
外部構造を有する標準的な他の雌コネクタも、雌端部と雄端部の両方を有してもよい。多
くの実施形態では、そのような雌コネクタは、シールまたは他の流体バリアを利用して雌
端部上の流体の流れを妨害してもよいが、通常では、雄端部上でそのような妨害を行わな
い。本明細書において図示し説明する密閉可能な雄ルアーコネクタの多くの実施形態では
、雌端部上にシールも他の流体バリアも示されていない。しかし、本明細書において開示
する密閉可能な雄ルアーコネクタのうちのいずれのコネクタの雌端部も、密閉可能な雌端
部を含むように構成してもよい。たとえば、雌コネクタ21または標準的な他の任意の雌コ
ネクタを含む選択的な流体インピーダンスのための構造を本明細書において開示する密閉
可能な雄ルアーコネクタのうちのいずれかのコネクタの雌端部内に含めて、両端上の流体
の流れを選択的に密封または妨害するコネクタを構成してもよい。密閉可能な雌端部およ
び雄端部を含むこの種のいくつかの実施形態では、1994年11月4日に出願され、参照によ
り、本明細書に完全に記載された場合と同様にその開示が本明細書に組み込まれるMedica
l Valve and Method of Useという名称の米国特許第5685866号に示されているように、弾
性シール要素を雌開口部の所またはその近くに配置すると有利であることがある。シール
要素をこのように配置することによって、雌開口部を使用前に消毒液を用いて拭き動作に
よって洗浄し、残屑、細菌、消毒液、または他の不要な物質がシール要素および/または
シール要素とシール要素に隣接するコネクタのハウジングとの間の領域に蓄積して害を与
えるのを避けることが可能である。
【００５６】
　次に、再び図2B及び図2Cを参照して、密封部材44についてより詳しく説明する。いくつ
かの実施形態において、密封部材44は、図2B及び図2Cに示すように全体的に円筒状の断面
を形成してもよい。いくつかの実施形態において、密封部材44は、全体的に円形の断面を
形成してもよい。いくつかの実施形態において、密封部材は、実質的に円筒状であってよ
く、その中心を軸方向に通って延びるボアを有してもよい。いくつかの実施形態において
、密封部材は、径方向に互いに向かい合う位置において円筒状部分の側壁から延びる一対
の全体的に矩形の突起をさらに備えてもよい。他の実施形態では、各突起は、それぞれの
異なる形状及び/又は位置を有してもよく、かつ密封部材を所望の位置に配置すること及
び/又は位置合わせすることを助けてもよい。いくつかの実施形態において、密封部材44
は、より大きい直径を有する各端部の所の2つのリングに囲まれた、全体的により小さい
直径を有する中央部を有してもよい。密封部材は、いくつかの異なる材料から構成されて
もよい。いくつかの実施形態では、密封部材を変形可能なシリコン系材料から作ってもよ
い。変形可能なシリコン系材料は、プラスチック及び他の剛性高分子材料によって流体密
封クロージャを形成することのできる材料に含まれる。
【００５７】
　前述のように、図2Cは、流体がルアーコネクタ10内を流れるのを概ね可能にすることが
できるように開放位置にあるルアーコネクタ10の断面図である。図2Cでは、ルアーコネク
タ10内部の流体又は薬剤の流れが矢印によって表されている。図2Cを参照する。ハウジン
グ22、弁部材20、及び密封部材44が組立て済み構成になっている。図示のように、弁部材
20は、雌コネクタ76を挿入することによって開放位置に移動されていることが好ましい。
したがって、図2Cは、例示的な雌コネクタ76を挿入することによって弁部材20が開放され
ていることが好ましいルアーコネクタ10の一実施形態の断面図を示す。
【００５８】
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　次に、図2Cに示す実施形態を参照して、例示的な雌コネクタ76の構造についてより詳し
く説明する。雌コネクタ76は、内部に流体通路80を有する細長い本体78を備えてもよく、
かつ雌コネクタ76は、その近位端の近くにチップ82を有してもよい。いくつかの実施形態
において、雌コネクタ76のチップ82は、その外面上に配設された半径方向に延びる表面84
を有してもよい。雌コネクタ76は、雌コネクタ76内に流体導管(図示せず)を有してもよい
。流体導管は、本明細書において開示するコネクタ10に適合するすべての雌コネクタに含
まれるとは限らず、又はすべての雌コネクタに必要であるとは限らない。雌コネクタ76の
近位内面86に沿って、流体通路80の直径が遠位方向に小さくなるように流体通路80を先細
りさせてもよい。
【００５９】
　図2Bに示し上記に説明したように、弁部材20のストラット36は、ハウジング22の内壁42
の開口部48内を延びてもよく、したがって、密閉位置では、ストラット36の各端部が内壁
42を越えてコネクタ10の第1の端部12の方へ延びる。雌コネクタ76が前進して密閉可能な
雄ルアー10と嵌め合わせられるときに雌コネクタ76の近位端84と嵌め合わせられるように
ストラット36を構成してもよい。図2Cに示されているように、雄ルアー10を雌コネクタ76
と嵌め合わせるには、雌コネクタ76の半径方向に延びる表面84を雄ルアー10の雌ねじ56に
ねじ込むことができる。図2Cに示すように、雌ルアーコネクタ76の内面86のテーパがそれ
に対応して先細りにされたチップ26の外面26cに隣接するまで、2つのルアー10、76を互い
にねじ係合させることができる。
【００６０】
　雄ルアーコネクタ10と雌コネクタ76がねじ係合しながら互いの方へ移動するにつれて、
雌コネクタ76のチップの近位端84が弁部材20のストラット36に接触することができる。雄
ルアーコネクタ10と雌コネクタ76がさらにねじ係合しながら移動すると、雌コネクタ76に
よってストラット36を雄コネクタ10の第2の端部14の方へ移動させ、それによってルアー
チップ26を第2の端部14の方へ移動させることができる。したがって、雄ルアーコネクタ1
0と雌コネクタ76がさらにねじ係合しながら移動すると、ルアーチップ26の遠位端部26aが
、バルブチューブ32の内側遠位端部32aから離れて雄コネクタ10の第2の端部14の方向に移
動することができる。ルアーチップ26とバルブチューブ32が互いに離れると、ルアーチッ
プ26とバルブチューブ32との間に空間又は隙間を形成することができ、流体が開口部38を
通過して雌コネクタ76の流体通路80に流入するのが可能になり、この逆についても同様で
ある。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、上述のように、バルブストラット36とルアーチップ26がハウ
ジング22内に引き込まれると、シール44を圧縮することができ、それによって、シール44
は、密閉位置の方への付勢力をルアーチップ26に加えるか、又はこのシール44自体がルア
ーチップ26に加える付勢力を増大させる。シール44からの付勢力は、雌コネクタ76の半径
方向に延びる表面84がハウジング22の雌ねじ56に接触することによって抵抗を受けること
がある。しかし、雌コネクタ76を雄ルアー10から引き出すと、シール44は、ルアーチップ
26の密封部をバルブチューブ32の周りの密閉位置に戻すことができる。
【００６２】
　ハウジング22とルアーチップ26が相対的に移動するにもかかわらず、チューブ32の外面
とルアーチップ26の内面との間に流体バリアを維持するように密封部材44を構成してもよ
い。密封部材44が全体的に矩形の突起を備えるいくつかの実施形態では、突起によって密
封部材44の位置を維持してもよい。いくつかの実施形態では、突起の外面をルアーチップ
26の内面に付着させることによって密封部材44を位置決めしてもよい。いくつかの実施形
態では、シール44の外面をルアーチップ26の内面又はバルブチューブ32の外面に付着させ
ることによって密封部材44を位置決めしてもよい。密封部材44の位置を固定する他の適切
な手段を使用してもよい。
【００６３】
　図2Cに示すように、開放構成では、雌コネクタ76の流体通路80が弁部材20の通路54と連
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通し、流体が通路54及び雌コネクタ76の流体通路80内を何れかの方向に流れるのを可能に
してもよい。それによって、流体は、チューブ(図示せず)、又はルアーコネクタ10の第2
の端部14に取り付けることのできる別のコネクタもしくは導管から、ハウジング22の通路
54に流入し、バルブベース34の周りを流れ、ルアーチップ26内の内部空間60及びルアーチ
ップ26の遠位端部26aの所の開口部38を通過して、雌コネクタ76の流体通路80に流入する
ことができ、この逆についても同様である。いくつかの実施形態では、実質的な流体密封
クロージャをチップ26の外面の対応するテーパと雌コネクタ76の内面86との間に形成して
もよい。
【００６４】
　次に、図3A～図3Bを参照して、密閉可能なルアーコネクタ10'のいくつかの実施形態に
ついてより詳しく説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ10'は、本明
細書において開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形
状、細部、又は構成のいずれを備えてもよい。図3Aは、第1の位置又は密閉位置における
ルアーコネクタ10'の断面図である。上述のように、ルアーコネクタ10'の弁部材20'が密
閉位置にあるとき、流体がルアーコネクタ10'内を流れることは概ね妨げられる。図3Bは
、雌コネクタ76がルアーコネクタと嵌め合わされることによる第2の位置又は開放位置に
おけるルアーコネクタ10'の実施形態の断面図である。図3Bでは、ルアーコネクタ10'内部
の流体又は薬剤の流れが矢印によって表されている。上述のように、ルアーコネクタ10'
の弁部材20'が開放位置にあるとき、流体がルアーコネクタ10'内を流れるのを概ね可能に
することができる。本明細書において説明するルアーコネクタの任意の実施形態と同様に
、弁部材による完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態ではそのよ
うなシールが好ましいことがある。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ10'は、図示しならびに/又は以下に説明
する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加えて、上述のルア
ーコネクタ10と同じ又は同様であってもよい。第1に、いくつかの実施形態では、図示の
実施形態と同様に、上記にルアーコネクタ10に関した説明したようなアクチュエータ又は
ストラット36を使用せずに、ルアーチップ36'を(図3Aに示すような)第1の密閉位置から(
図3Bに示すような)第2の開放位置に移動させることができる。図3Bを参照する。ルアーコ
ネクタ10'を密閉可能な雌コネクタ76にねじ係合してもよい。雌コネクタ76の密閉可能な
雄コネクタチップ82は、ルアーコネクタ10'のシュラウド28'の内面上に形成された雌ねじ
と嵌め合わされ、図示のようにコネクタ10'、76同士を嵌め合わせることのできる外面上
に配設された半径方向に延びる表面84を有してもよい。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、図示の実施形態と同様に、ルアーチップ26'の遠位端部26a'
が、ハウジング22'の内壁42'に隣接するルアーチップ26'の部分よりも小さい断面サイズ
又は直径を形成するように、ルアーチップ26の外面26c'を先細りさせてもよい。さらに、
雌コネクタ76の内面86を、図示のように先細りさせても、あるいは、円筒状にして一様な
断面サイズ又は直径を形成させてもよい。雌コネクタ76は、上述のようにルアーコネクタ
10'にねじ係合させることを含むがそれに限定されない任意の適切な方法によってルアー
コネクタ10'と嵌め合わせてもよい。雌コネクタ76がルアーコネクタ10'に嵌め合わされた
ときに、雌コネクタ76の内面86の少なくとも一部がルアーチップ26の外面26'の一部と一
体化し、その部分に当接するように、ルアーチップ26'を構成してもよい。雌コネクタ76
の内面86の一部がルアーチップ26の外面26c'の一部に当接した時点で、雌コネクタ76がル
アーコネクタ10'に対してさらに嵌め合わされることによって、図3Bに示すように、ルア
ーチップ26'がルアーコネクタ10'の第2の端部14'の方、例えば開放位置(第2の位置とも呼
ばれる)の方へ軸方向に引き込まれる。いくつかの実施形態では、雌コネクタ76をルアー
コネクタ10'に徐々にねじ係合させるにつれて、ルアーチップ26'をルアーコネクタ10'の
軸方向中心線の周りで回転させることができる。逆に、雌コネクタ76をルアーコネクタ10
'から外したときに、密封部材44'の軸方向付勢力によってルアーチップ26'がバルブチュ
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ーブ32'に対して密閉位置(第1の位置とも呼ばれる)に戻ることが好ましい。
【００６７】
　次に、図4A～図4Fを参照して、密閉可能なルアーコネクタ110のいくつかの実施形態に
ついて説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ110は、本明細書におい
て開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、
又は構成のいずれを有してもよい。図4Aは、密閉位置におけるルアーコネクタ110の断面
図である。上述のように、ルアーコネクタ110の弁部材120が密閉位置にあるとき、流体が
ルアーコネクタ110内を流れるのが概ね妨げられる。図4Bは、雌コネクタ76がルアーコネ
クタと嵌め合わされているので開放位置にあるルアーコネクタ110の実施形態の断面図で
ある。図4Bでは、ルアーコネクタ110内部の流体又は薬剤の流れが矢印によって表されて
いる。上述のように、ルアーコネクタ110のバルブチューブ132(内部部材とも呼ばれる)が
開放位置にあるとき、流体がルアーコネクタ110内を流れるのを概ね可能にすることがで
きる。バルブチューブ132が密閉位置にあるとき、流体がルアーコネクタ110内を流れるの
を概ね妨げることができる。本明細書において説明するルアーコネクタの任意の実施形態
と同様に、弁部材による完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態で
はそのようなシールが好ましいことがある。
【００６８】
　図4に示すように、組立て済みルアーコネクタ110のいくつかの実施形態は、ハウジング
122と、ルアーコネクタ110の第2の端部114の近くに配置されるポート部材124と、ルアー
コネクタ110の第1の端部112の近くに配置されるルアーチップ126と、ルアーチップ126の
少なくとも一部を囲むシュラウド128と、シール118と、弁部材120とを備えてもよい。図
示のように、シール118及び弁部材120をハウジング122内に支持してもよい。図示の実施
形態では、弁部材120はルアーチップ126とバルブチューブ132とを備えてもよい。いくつ
かの実施形態では、ルアーチップ126内に形成することのできる開口部138内にバルブチュ
ーブ132を少なくとも1つの部分的に配置してもよい。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、図示の実施形態と同様に、ハウジング122は、ルアーチップ1
26が突き出ることができる開口部140を形成してもよい。図4Aを参照する。ルアーチップ1
26がルアーコネクタ110の第1の端部112の方へ突き出るようにルアーコネクタ110を構成し
てもよい。ルアーチップ126は、ハウジング122、ポート部材124、及びシュラウド128の中
心線に同軸に位置合わせされることが好ましい。開口部140は、ルアーチップ126がハウジ
ング122の中心線に概ね同軸に位置合わせされたままになるようにルアーチップ126を半径
方向において支持するようなサイズ及び構成を有してもよい。ルアーチップ126がハウジ
ング122内で軸方向に支持されるようにルアーコネクタ110を構成してもよい。さらに、以
下により詳しく説明する理由で、ハウジング122及び開口部140は、ルアーチップ126がハ
ウジング122及びシュラウド128に対して少なくとも所定の角度範囲内で自由に回転できる
ようなサイズ及び構成を有してもよい。
【００７０】
　図4C及び図4Dは、ルアーコネクタ110の実施形態のルアーチップ126の一実施形態のそれ
ぞれ斜視図及び側面図である。図4C～図4Dに明確に示すように、いくつかの実施形態では
、平面状ベース部126bからルアーコネクタ110の第1の端部112の方へ突き出る全体的に円
錐状の先細りの外面126aを形成するようにルアーチップ126を形成してもよい。さらに、
いくつかの実施形態では、ベース部126bからルアーコネクタ110の第2の端部114の方へ突
き出るらせん状部又は傾斜部126cを形成するようにルアーチップ126を形成してもよい。
傾斜部126cは、全体的に平面状の斜面126dを形成してもよい。後述のように、傾斜部126c
は、ルアーチップ126がバルブチューブ132に対して回転したときにバルブチューブ132を
ルアーチップ126から軸方向外方に移動させ、それによって、ルアーチップ126がバルブチ
ューブ132に対して回転したときにルアーコネクタ110を密閉位置から開放位置に変化させ
るのに適した任意の長さだけベース部126bから突き出てもよい。
【００７１】
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　ルアーチップ126の少なくとも一部内に全体的に円筒状の開口部又は通路160を形成し、
開口部160が概ね軸方向においてルアーチップ126の軸方向中心線に位置合わせされるよう
にルアーチップ126を構成してもよい。ルアーチップ126の端部126eが斜面又は先細り面12
6fを形成することが好ましく、その場合、ルアーチップ126の内面は、ルアーチップ126の
遠位チップの所の開口部138のサイズが開口部138に隣接する開口部160の部分に対して小
さくなるように全体的に円錐状であってよい。
【００７２】
　図4E及び図4Fは、ルアーコネクタ110の実施形態のバルブチューブ132の一実施形態のそ
れぞれ斜視図及び側面図である。図4E～図4Fに最も明確に示されているように、いくつか
の実施形態では、ルアーチップ126内に形成することのできる全体的に円筒状の開口部160
内に受け入れられるようなサイズ及び構成を有する全体的に円筒状の外面132aを形成する
ようにバルブチューブ132を形成してもよい。
【００７３】
　図4E及び図4Fに示すように、バルブチューブ132の外面132aは、バルブチューブ132のベ
ース部132bからルアーコネクタ110の第1の端部112の方へ突き出てもよい。さらに、バル
ブチューブ132は、バルブチューブ132のベース部132bからルアーコネクタ110の第1の端部
112の方へ突き出るらせん状部又は傾斜部132cを形成してもよい。傾斜部132cは、バルブ
チューブ132の外面132aを囲んでもよい。傾斜部132cは、いくつかの実施形態では、ルア
ーチップ126の傾斜部126cと相補的なサイズ、角度、及び構成を有してもよい全体的に平
面状の表面132dを形成してもよい。
【００７４】
　代替として、いくつかの実施形態では、傾斜部126c、132cの代わりに、何れかの傾斜部
と実質的に同じ機能を実行するタブ、ピン、又は他の突起(図示せず)を形成するように、
ルアーチップ126又はバルブチューブ132の何れかを形成してもよい。例えば、いくつかの
実施形態では、バルブチューブ132の斜面132cと相互作用してバルブチューブ132をルアー
チップ126から離れる方向へ移動させ、したがって、ルアーチップ126がバルブチューブ13
2に対して回転するにつれてルアーチップ126の開口部138を開放させるタブ、ピン、又は
その他の突起(図示せず)が、(傾斜部126cの代わりに)ルアーチップ126のベース部126bか
らルアーコネクタ110の第2の端部114の方へ突き出てもよい。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、ルアーチップ126がハウジング122に対して好ましくは定義済
みの角度範囲内で実質的に自由に回転するのを可能にするが、ルアーチップ126がハウジ
ング122に対して軸方向に移動するのを実質的に妨げ、かつコネクタ110が偶発的に開放さ
れるのを抑制するのに十分な回転抵抗をもたらすように、ハウジング122によってルアー
チップ126を軸方向及び半径方向に支持してもよい。例えば、ルアーコネクタ110に回り止
めを形成して、雄ルアーチップ126がハウジング122に対して偶発的に回転するのを妨げて
もよい。いくつかの実施形態では、ルアーチップ126をハウジング122に対して軸方向に移
動するように構成してもよい。図4A及び図4Bを参照する。ルアーチップ126がハウジング1
22に対してルアーコネクタ110の第1の端部112に向かって軸方向に並進するのを妨げるよ
うにハウジング122の内側に形成することのできる内壁142によってルアーチップ126を軸
方向に支持してもよい。同様に、ルアーチップ126がハウジング122に対してルアーコネク
タ110の第2の端部114に向かって軸方向に並進するのを妨げるようにポート部材124の内側
に形成することのできる内壁143によってルアーチップ126を軸方向に支持してもよい。さ
らに、いくつかの実施形態では、ルアーチップ126がハウジング122内に組み込まれた後で
ポート部材124を分割線表面125に沿ってハウジング122に接着、融着、又は溶接するか、
あるいは他の方法で取り付けてもよい。
【００７６】
　バルブチューブ132は、図4A～図4Bに示すようにハウジング122内に支持されてもよい。
図4A～図4Bに示すように、バルブチューブ132がハウジング122に対してルアーコネクタ11
0の第1の端部112に向かって軸方向に並進するのを妨げるようにハウジング122内に形成す
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ることのできる内壁143によってバルブチューブ132を軸方向に支持してもよい。さらに、
バルブチューブ132がハウジング122又はポート部材124に対して回転するのを妨げるよう
にルアーコネクタ110を構成してもよい。特に、いくつかの実施形態において、ポート部
材124及びバルブチューブ132のベース部132bは、バルブチューブ132がハウジング122又は
ポート部材124に対して回転するのを妨げるように構成されたスプライン、溝、突起、タ
ブ、ピン、又はその他のインデキシング要素を形成してもよい。以下により詳しく説明す
るように、いくつかの実施形態では、バルブチューブ132がポート部材124又はハウジング
122に対して回転するのを妨げられ、それによって、ルアーチップ126がバルブチューブ13
2に対して回転し、ルアーチップ126の回転に応答してバルブチューブ132を開放したり密
閉したりすることができることが好ましい。
【００７７】
　さらに、図4A及び図4Bを参照する。ポート部材124の内面124a及びバルブチューブ132の
ベース部132bにシール118を取り付けてもよい。いくつかの実施形態において、シール118
は環状又は円筒状を形成してもよく、それによって、ポート部材124内を流れる概ねすべ
ての流体又は薬剤が、バルブチューブ132の軸方向開口部164a内を流れ(それによって、例
えば、流体又は薬剤がバルブチューブ132のベース部132bの周りを流れるのを概ね妨げ)、
かつ軸方向開口部164aと連通する少なくとも1つの開口部164b内を流れる。開口部164bは
、軸方向開口部164a及び/又はバルブチューブ132に対して概ね横方向に配置されてもよい
。さらに、いくつかの実施形態では、バルブチューブ132をルアーコネクタ110の第1の端
部112の方へ付勢する(例えば、バルブチューブ132をルアーチップ126に対して密閉位置の
方へ付勢する)付勢力をバルブチューブ132に加える弾性材料からシール118を形成しても
よい。
【００７８】
　図4Dを参照する。ルアーチップ126の傾斜部126cは平面状の表面126dを形成してもよい
。いくつかの実施形態では、表面126d又は表面132dは湾曲していてもよく、あるいは他の
適切な形状を形成してもよい。図4Dに示すように、平面状の表面126dは、水平基準面に対
して角度A1を形成してもよい。同様に、図4Fを参照するとわかるように、バルブチューブ
132の傾斜部132cは平面状表面132dを形成してもよい。図4Fに示すように、平面状の表面1
32dは、水平基準面に対して角度A2を形成してもよい。いくつかの実施形態において、角
度A1の値は角度A2の値に概ね等しくてもよい。いくつかの実施形態において、角度A1の値
は角度A2の値と異なっていてもよい。
【００７９】
　いくつかの実施形態において、角度A1及び/又は角度A2の値は約30度であってもよい。
いくつかの実施形態において、角度A1及び/又は角度A2の値は約15度～約75度であっても
よい。いくつかの実施形態において、角度A1の値は角度A2の値と比較して異なっていても
よい。
【００８０】
　次に、以下により詳しく説明するように、図4A及び図4Bに示すような組立て済み構成で
は、ルアーチップ126をバルブチューブ132に対して回転させることによって、ルアーコネ
クタ110の弁部材120を開放位置と密閉位置との間を移動させることができる。上述のよう
に、いくつかの実施形態において、シール118は、バルブチューブ132をルアーチップ126
に接触させるか又は接触したままにしておくことができる付勢力をバルブチューブ132に
加えてもよい。特に、シール118は、図4A及び図4Bに示すように、バルブチューブ132の平
面状表面132dを平面状表面126dに当接させてもよい。図4A、図4D、及び図4Fを参照する。
図4Aに示すように、平面状表面126d上の最高点126d2(例えば、ベース部126bから最も遠い
表面126d上の点)が平面状表面132d上の最低点132d1(例えば、ベース部132bに最も近い表
面132d上の点)に半径方向において全体的に位置合わせされると、バルブチューブ132の後
部132fがルアーチップ126の後部の内面に全体的に密封接触し、開口部138を全体的に密封
可能に密閉する。逆に、図4Bに示すように、平面状表面126d上の最高点126d2が平面状表
面132d上の最高点132d2(例えば、ベース部132bから最も遠い表面132d上の点)に半径方向
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において全体的に位置合わせされたときに、バルブチューブ132の後部132fがルアーチッ
プ126の後部の内面から間隔を置いて配置され、したがって、バルブチューブ132によって
開口部138が解放されることが好ましい
【００８１】
　したがって、ルアーチップ126をバルブチューブ132に対して相対的に回転させると、バ
ルブチューブ132を開放位置と密閉位置との間を移動させることができる。いくつかの実
施形態では、以下により詳しく説明するように雌コネクタ76がルアーコネクタ110にねじ
係合したときに、流体又は薬剤がルアーコネクタ110内を流れるのを可能にするのに十分
な量だけバルブチューブ132が開放している所望の半径方向位置でルアーチップ126が回転
を停止することを確かにするように配置された回転限界点又は回転停止点を形成するよう
にルアーチップ126を構成してもよい。同様に、雌コネクタ76がルアーコネクタ110からね
じ係合を解除されたときに、バルブチューブ132が弾性シール118から加えられる付勢力に
よってルアーチップ126の内面に接触させて密封可能に密閉するのを可能にする所望の半
径方向位置でルアーチップ126が回転を停止することを確かにするように、回転限界点又
は回転停止点を配置してもよい。特に、いくつかの実施形態において、ルアーチップ126
及びハウジング122は、ハウジング122に対するルアーチップ126の回転範囲を調節するよ
うに構成されたスプライン、溝、突起、タブ、ピン、又はその他のインデキシング要素を
形成してもよい。ルアーコネクタ110が密閉位置にあるとき、バルブチューブ132の遠位部
132aの外面をルアーチップ126の遠位部の内面に接触させて密封可能に密閉することがで
き、それによって、流体がルアーチップ126の遠位端部に形成された開口部138内を流れる
のを概ね妨げることができる。
【００８２】
　前述のように、図示の実施形態では、チューブ132をルアーチップ126内を軸方向に並進
するように滑り可能に支持してもよい。さらに、バルブチューブ132の外面とルアーチッ
プ126の内面との間に環状の密封部材144を配置して流体がチャンバ146に流入するのを妨
げてもよい。密封部材144は、本明細書において説明する他の何れかのシール又は密封部
材の材料、形状、サイズ、又はその他の細部もしくは構成のいずれを備えてもよい。いく
つかの実施形態では、密封部材144をバルブチューブ132と同じ材料から形成してもよく、
バルブチューブ132と一体的に形成してもよい。いくつかの実施形態では、密封部材144を
バルブチューブ132と比較して異なる材料から形成してもよい。いくつかの実施形態では
、密封部材144をバルブチューブ132とは別個に形成し、バルブチューブ132又はルアーチ
ップ126の内面の何れかの所望の軸方向位置に配置してもよい。いくつかの実施形態にお
いて、ルアーチップ126の内面及び/又はバルブチューブ132の外面は、密封部材144を所望
の位置に固定するための溝又はくぼみなどの要素を備えてもよい。
【００８３】
　いくつかの実施形態において、シール118は、弾性であってもよく、バルブチューブ132
を密閉位置の方へ付勢する力をバルブチューブ132に加えるように、図4Aに示すように拡
張位置の方へ付勢されてもよい。特に、図示の実施形態では、シール118は、バルブチュ
ーブ132を付勢してルアーチップ126の内面に接触させて密封可能に密閉することができる
。さらに、シール118は、弁部材120が密閉位置(図4AにおいてV1によって表されている)に
あるときに全体的にシール118の内部に含まれる体積を、弁部材120が開放位置(図4Bにお
いてV2によって表されている)にあるときにシール118の内部に含まれる体積よりも多くす
ることができるようにシール118を構成してもよい。したがって、弁部材120が密閉位置か
ら開放位置に移動すると、シール118の内部に含まれる流体の体積を減らすことができ、
弁部材120が開放位置から密閉位置に移動するとこの体積が増すことができる。弁部材120
が密閉位置に移動したときにシール118内の空間の体積が増すことによって、シール118は
圧力を低下させるか又は吸引力を生じさせることができ、弁部材120による密閉プロセス
時に、開口部138内を流れるか又は開口部138から滴下することのできる流体又は薬剤の量
を、そのような流体をシール118の内部の空間の体積に引き戻すことによって減らすこと
ができる。
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【００８４】
　いくつかの実施形態では、シール118、チューブ132、及び密封部材144をすべて同じ材
料から一体的に形成してもよい。しかし、いくつかの実施形態では、これらの要素のいず
れも、上述のようにあるいは他の任意の適切な方法で別個に形成し所望の位置に支持して
もよい。ハウジング122は、コネクタ110の第2の端部114からルアーコネクタ110の軸方向
中心を通って延びることができる通路154を含む全体的にチューブ状の構造であってもよ
い。したがって、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ110が図4Bに示すような開放
構成であるとき、通路154は、流体が第2の端部114からポスト部材124、シール118、チュ
ーブ132の開口部164a内を流れて、ルアーコネクタ110の第1の端部112に配置されるルアー
チップ126の開口部138から流出するのを可能にすることができる。
【００８５】
　図4A及び図4Bを参照する。ルアーコネクタ110の第2の端部114の近くにおいて、ポート
部材124及び流体通路154の対応する部分は、そこに挿入された標準的な直径の医療チュー
ブの部分を収容するのに十分な幅を有してもよい。ハウジング122(又は本明細書において
説明する何れかのハウジング)の長さ、直径、又はその他の要素は、本明細書において説
明する他の何れかのハウジングと同じであってもよい。
【００８６】
　さらに、シュラウド128は、上述のようなサイズ及び構成あるいはルアーコネクタ110を
別の医療器具にしっかりと又は取外し可能に取り付けるための必要に応じたサイズ及び構
成を有してもよい。さらに、ハウジング122、チップ126、シール118、又はルアーコネク
タ110の他の何れかの構成要素もしくは要素は、本明細書において開示する他の何れかの
チップ部材に関して説明する材料、形状、要素、サイズ、又はその他の構成もしくは細部
のいずれを有してもよくあるいはそのような材料、形状、要素、サイズ、又はその他の構
成もしくは細部の何れから作製されてもよい。ルアーチップの他の実施形態と同様に、ル
アーチップ126をANSI標準及び/又はISO標準のような適用可能な標準及び/又は規則に適合
させてもよい。
【００８７】
　図4Bを参照する。雄ルアーコネクタ110と雌コネクタ76がねじ係合しながら互いの方へ
移動するにつれて、雌コネクタ76の内面86がルアーチップ126の外面に接触することがで
きる。これによって、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ126の外面との間に流体密封
シールを生じさせることができる。雄ルアーコネクタ110と雌コネクタ76がさらにねじ係
合しながら移動すると、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ126の外面との間の接触力
によって、ルアーチップ126は雌コネクタ76と実質的に同時に回転することができる。こ
れによって、ルアーチップ126がバルブチューブ132に対して回転し、上述のように、バル
ブチューブ132の遠位端部132aをルアーチップ126の内側遠位端部126aから離れる方向へ移
動させることができる。チューブ132とルアーチップ126が互いに離れる方向へ移動すると
、チューブ132とルアーチップ126の間に隙間を形成することができ、それによって、流体
が開口部138を通過して雌コネクタ76の流体通路80に流入することができ、この逆につい
ても同様である。
【００８８】
　上述のように、バルブチューブ132が開放されてシール118を圧縮すると、それに応じて
、シール118内に収容することのできる流体の体積が少なくなる。いくつかの実施形態で
は、シール118を圧縮しつつ(それによって、シール118内の流体の体積を減らしつつ)、一
定の陽圧源を通路154上のルアーコネクタ110の第2の端部114の所に加えると、シール118
が圧縮されるのでシール118内の流体の圧力を高くすることが可能になる。いくつかの実
施形態では、このように圧力を高くすることによって、シール118がもはや圧縮されなく
なるまで、シール118内の流体が通路154を通ってルアーコネクタ110の第1の端部112の方
へ高速に流れることが可能になる。
【００８９】
　逆に、いくつかの実施形態では、雌コネクタ76をルアーコネクタ110から取り外すと、
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雌コネクタ76の内面86とルアーチップ126の外面が相互作用することによって、ルアーチ
ップ126がバルブチューブ132に対して回転し、バルブチューブ132をルアーチップ126に対
して密閉位置に移動させることができる。バルブチューブ132が密閉位置の方へ移動する
につれて、シール118内の体積が増大して体積V1に戻ることが可能になる。シール118の内
部体積を増大させると、シール118内で発生する圧力又は吸引を低下させ、開口部164a内
に存在する流体の少なくとも一部をシール118内の空間の体積内に引き戻すことができる
。いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ110を使用して、有害であるか又は腐食性の
ある流体又は薬剤の流れを抑制してもよく、それによって、雌コネクタ76を取り外すとき
に場合によっては数滴の流体が開口部138から滴下するのが防止されて有利に働くことが
ある。
【００９０】
　次に、図5A～図5Fを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ210につ
いて説明する。図5Aは、密閉位置にあるルアーコネクタ210を示す、ルアーコネクタ210の
断面図である。図5Bは、密閉位置にあるルアーコネクタ210を示す、ルアーコネクタ210の
端面図である。図5Cは、開放位置にあるルアーコネクタの実施形態を示す、ルアーコネク
タ210の端面図である。図5Dは、開放位置にあるルアーコネクタ210を示す、図5Cの線5D-5
Dにおけるルアーコネクタ210の断面図である。図5Eは、開放位置にあるルアーコネクタ21
0を示す、図5Cの線5E-5Eにおけるルアーコネクタ210の断面図である。図5Fは、ルアーコ
ネクタ210のバルブチューブ232(内部部材とも呼ばれる)の一実施形態の一部の斜視図であ
る。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ210は、本明細書において開示する他の
何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又は構成のいず
れを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又は
構成の何れから作製されてもよい。前述のように、図5Aは、密閉位置にあり、したがって
、流体がルアーコネクタ210内を流れるのが概ね妨げられる、ルアーコネクタ210の断面図
である。図5Dは、雌コネクタ76がルアーコネクタと嵌め合わされているので開放位置にあ
るルアーコネクタ210の実施形態の断面図である。図5Dでは、ルアーコネクタ210内部の流
体又は薬剤の流れが矢印によって表されている。上記に他のルアーコネクタを参照して説
明したように、ルアーコネクタ210のバルブチューブ232が開放位置にあるとき、流体がル
アーコネクタ210内を流れるのを概ね可能にすることができる。同様に、バルブチューブ2
32が密閉位置にあるとき、流体がルアーコネクタ210内を流れるのを概ね妨げることがで
きる。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実施形態とも同様に、弁部材
による完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態ではそのようなシー
ルが好ましいことがある。
【００９２】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ210は、図示しならびに/又は以下に説明
する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加えて、上述のルア
ーコネクタ110と同じであってもあるいは同様であってもよい。したがって、ルアーコネ
クタ210は、上述のルアーコネクタ110と比較していくつかの点で同じ動作又は同様の動作
を実行してもよい。図5Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ210のいくつかの実
施形態は、ハウジング222と、ルアーコネクタ210の第2の端部214の近くに配置されるポー
ト部材224と、ルアーコネクタ210の第1の端部212の近くに配置されるルアーチップ226と
、ルアーチップ226の少なくとも一部を囲むシュラウド228と、シール218と、弁部材222と
を備えてもよい。図示のように、シール218及び弁部材220は、ハウジング222内に支持さ
れてもよい。図示の実施形態では、弁部材220はルアーチップ226とバルブチューブ232と
を備えてもよい。いくつかの実施形態において、バルブチューブ232は、ルアーチップ226
に形成することのできる開口部260内に少なくとも部分的に配置されてもよい。
【００９３】
　いくつかの実施形態において、図示の実施形態と同様に、ハウジング222は、ルアーチ
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ップ226が突き出ることができる開口部240を形成してもよい。図5Aを参照する。ルアーチ
ップ226がルアーコネクタ210の第1の端部212の方へ突き出るようにルアーコネクタ210を
構成してもよい。ルアーチップ226は、ハウジング222、ポート部材224、及びシュラウド2
28の中心線に同軸に位置合わせされることが好ましい。開口部240は、ルアーチップ226を
半径方向に支持し、それによって、ルアーチップ226がハウジング222の中心線に概ね同軸
に位置合わせされたままになるようなサイズ及び構成を有してもよい。いくつかの実施形
態(図示せず)では、ルアーチップ226の外面と開口部240との間にシールを配置してもよい
。ルアーチップ226がハウジング222内で軸方向に支持されるようにルアーコネクタ210を
構成してもよい。さらに、以下により詳しく説明する理由で、ハウジング222及び開口部2
40は、ルアーチップ226がハウジング222、シュラウド228、及びバルブチューブ232に対し
て自由に一周するか、又はハウジング222、シュラウド228、及びバルブチューブ232に対
して所定の角度内で自由に回転することができるようなサイズ及び構成を有してもよい。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、平面状のベース部226bからルアーコネクタ210の第1の端部21
2の方へ突き出る先細りした全体的に円錐状の外面226aを形成するようにルアーチップ226
を形成してもよい。さらに、いくつかの実施形態では、ルアーチップ226の端部の内側に
斜面226cを形成するようにルアーチップ226を形成してもよい。以下に説明するように、
ルアーチップ226がバルブチューブ232に対して回転したときにバルブチューブ232をルア
ーチップ226から軸方向に離れるように移動させ、それによって、ルアーチップ226がバル
ブチューブ232に対して回転したときにルアーコネクタ210を密閉位置から開放位置に移動
させるように斜面226cを構成してもよい。ルアーチップ226の少なくとも一部を貫通し、
ルアーチップ226の軸方向中心線に全体的に位置合わせされた、全体的に円筒状の開口部2
60を形成するようにルアーチップ226を構成してもよい。
【００９５】
　いくつかの実施形態では、ルアーチップ226に形成することのできる全体的に円筒状の
開口部260内に受け入れられるサイズ及び構成を有する概ね円筒状の外面232aを形成する
ようにバルブチューブ232を形成してもよい。図5A及び図5Dに示すように、バルブチュー
ブ232の外面232aは、バルブチューブ232のベース部232bからルアーコネクタ210の第1の端
部212の方へ突き出てもよい。さらに、図示のように、バルブチューブ232の端部は、バル
ブチューブ232の遠位端面232dが卵形の周縁又はその他の非円形周縁を形成するように傾
斜形状、卵形、又はその他の非円形を形成してもよい。同様に、いくつかの実施形態にお
いて、ルアーチップ226の端部に形成される開口部238は、卵形又はその他の非円形を形成
してもよい。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、ルアーチップ226がハウジング222に対して好ましくは定義済
みの角度範囲内で自由に回転するのを可能にするが、ハウジング222に対してルアーチッ
プ226が軸方向に移動するのを実質的に妨げるように、ハウジング222によってルアーチッ
プ226を軸方向及び半径方向に支持してもよい。いくつかの実施形態では、ルアーチップ2
26をハウジング222に対して軸方向に移動するように構成してもよい。図5A及び図5Dを参
照する。ルルアーチップ226がハウジング222に対してルアーコネクタ210の第1の端部212
の方へ軸方向に並進するのを妨げるようにハウジング222の内側に形成することのできる
内壁242によってルアーチップ226を軸方向に支持してもよい。同様に、ルルアーチップ22
6がハウジング222に対してルアーコネクタ210の第2の端部214の方へ軸方向に並進するの
を妨げるようにポート部材224の内側に形成することのできる内壁243によってルアーチッ
プ226を軸方向に支持してもよい。いくつかの実施形態では、ルアーチップ226がハウジン
グ222内に組み込まれた後でポート部材224を分割線表面225に沿ってハウジング222に接着
、融着、又は溶接するか、あるいは他の方法で取り付けてもよい。いくつかの実施形態に
おいて、ハウジング222は、バルブチューブ232、シール218、及びルアーチップ226のよう
なすべての内部構成要素をハウジング222に組み込めるように追加の分割線又は異なる分
割線を形成してもよい。
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【００９７】
　図5A、図5B、及び図5Eに示すように、バルブチューブ232をハウジング222内に支持して
もよい。図5A、図5B、及び図5Eに示すように、バルブチューブ232を横方向に拘束するよ
うにハウジング222の内壁243に形成することのできる開口部241内でバルブチューブ232を
軸方向に支持してもよい。図示のように、内壁243によってシールを支持して開口部241を
密封してもよい。図示の実施形態において、内壁243は、バルブチューブ232がハウジング
222に対してルアーコネクタ210の第1の端部212の方へ軸方向に並進するのを妨げてもよい
。さらに、バルブチューブ232がハウジング222又はポート部材224に対して回転するのを
妨げるようにルアーコネクタ210を構成してもよい。特に、いくつかの実施形態において
、ポート部材224及びバルブチューブ232のベース部232bは、バルブチューブ232がハウジ
ング222又はポート部材224に対して回転するのを妨げるように構成されたスプライン、溝
、突起、タブ、ピン、又はその他のインデキシング要素を形成してもよい。以下により詳
しく説明するように、いくつかの実施形態では、バルブチューブ232がポート部材224又は
ハウジング222に対して回転するのを妨げられてもよく、それによって、ルアーチップ226
は、バルブチューブ232に対して回転し、ルアーチップ226の回転に応答してバルブチュー
ブ232を開放したり密閉したりすることができる。
【００９８】
　さらに、図5A及び図5Eを参照する。ポート部材224の内面224a及びバルブチューブ232の
ベース部232bにシール218を取り付けてもよい。いくつかの実施形態において、シール218
は環状又は円筒状を形成してもよく、それによって、ポート部材224内を流れる概ねすべ
ての流体又は薬剤が、バルブチューブ232の軸方向開口部264及び横方向開口部264a内を流
れる(それによって、例えば、流体又は薬剤がバルブチューブ232のベース部232bの周りを
流れるのを概ね妨げる)。さらに、いくつかの実施形態では、バルブチューブ232をルアー
コネクタ210の第1の端部212の方へ付勢する(例えば、バルブチューブ232をルアーチップ2
26に対して密閉位置の方へ付勢する)付勢力をバルブチューブ232に加える弾性材料からシ
ール218を形成してもよい。いくつかの実施形態において、シール218は、バルブチューブ
232をルアーコネクタ210の第1の端部212の方へ付勢するが、コネクタ210内を流れる流体
を封じ込めることのないばね又は他の付勢装置であってもよい。その代わり、流体は、シ
ール241によってバルブチューブ232の周りから第1の端部212の方へ流れるのを妨げられる
。
【００９９】
　次に、以下により詳しく説明するように、図5A、図5D、及び図5Eに示すような組立て済
み構成では、ルアーチップ226をバルブチューブ232に対して回転させることによって、ル
アーコネクタ210の弁部材220を開放位置と密閉位置との間を移動させることができる。上
述のように、いくつかの実施形態において、シール218は、バルブチューブ232をルアーチ
ップ226に接触したままにしておくことができる付勢力をバルブチューブ232に加えてもよ
い。特に、シール218は、図5A、図5D、及び図5Eに示すように、バルブチューブ232の表面
232cを表面226cに当接させてもよい。いくつかの実施形態では、ルアーチップ226が回転
したときに、ルアーチップ226の回転方向に応じて、バルブチューブ232が開放位置から密
閉位置に移動するか又は密閉位置から開放位置に移動するように、ルアーコネクタ210を
構成してもよい。特に、いくつかの実施形態において、ルアーチップ226は、卵形断面を
有してもよい斜面226cを形成することができ、バルブチューブ232は、卵形断面を有して
もよい斜面232cを形成することができる。本明細書において開示する他の実施形態と同様
に、いくつかの実施形態において、ルアーチップ226及びバルブチューブ232は、プラスチ
ック又は金属のような剛性を有する医学的に中性の材料から少なくとも部分的に製造して
もよい。ルアーチップを回転させることによって、ルアーチップ226とバルブチューブ232
が変形して密封関係を維持するのではなく互いに対して並進することが好ましい。ルアー
チップ226がバルブチューブ232に対して第1の方向に回転すると、傾斜したそれぞれの卵
形表面は、バルブチューブ232をルアーコネクタ210の第2の端部214の方へ移動させること
ができる。同様に、バルブチューブ232が開放位置にあるとき、ルアーチップ226が第1の
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方向とは逆の、バルブチューブ232に対する第2の方向に回転し、バルブチューブ232の卵
形の斜面232cがルアーチップ226の卵形斜面226cに位置合わせされると、弾性シール218は
、バルブチューブ232の端部をルアーチップ226の端部に形成された開口部238と嵌め合わ
せ、したがって開口部238を実質的に密封することができる。
【０１００】
　したがって、ルアーチップ226をバルブチューブ232に対して相対的に回転させることに
よって、バルブチューブ232を開放位置と密閉位置との間を移動させることができる。い
くつかの実施形態では、以下により詳しく説明するように雌コネクタ76がルアーコネクタ
210にねじ係合したときに、流体又は薬剤がルアーコネクタ210内を流れるのを可能にする
のに十分な量だけバルブチューブ232を開放させる所望の半径方向位置までルアーチップ2
26を回転させることを確かにするように配置された回転限界点又は回転停止点を形成する
ようにルアーチップ226を構成してもよい。同様に、雌コネクタ76がルアーコネクタ210か
らねじ係合を解除されたときに、バルブチューブ232が弾性シール218から加えられる付勢
力によってルアーチップ226の内面に接触させて密封可能に密閉するのを可能にする所望
の半径方向位置までルアーチップ226が回転することを確かにするように、回転限界点又
は回転停止点を配置してもよい。特に、いくつかの実施形態において、ルアーチップ226
及びハウジング222は、ハウジング222に対するルアーチップ226の回転範囲を調節するよ
うに構成されたスプライン、溝、突起、タブ、ピン、又はその他のインデキシング要素を
形成してもよい。ルアーコネクタ210が密閉位置にあるとき、バルブチューブ232の遠位部
の外面をルアーチップ226の遠位部226aの内面に接触させて密封可能に密閉することがで
き、それによって、流体がルアーチップ226の遠位端部に形成された開口部238内を流れる
のを概ね妨げることができる。
【０１０１】
　前述のように、図示の実施形態では、チューブ232をルアーチップ226内を軸方向に並進
するように滑り可能に支持してもよい。さらに、バルブチューブ232の外面とルアーチッ
プ226の内面との間に環状の密封部材244を配置して流体がチャンバ246に流入するのを妨
げてもよい。密封部材244は、本明細書において説明する他の何れかのシール又は密封部
材の材料、形状、サイズ、又はその他の細部もしくは構成のいずれを備えてもよい。いく
つかの実施形態では、密封部材244をバルブチューブ232と同じ材料から形成してもよく、
バルブチューブ232と一体的に形成してもよい。いくつかの実施形態では、密封部材244を
バルブチューブ232と比較して異なる材料から形成してもよく、バルブチューブ232に密封
可能に取り付けてもよい。いくつかの実施形態では、密封部材244をバルブチューブ232と
は別個に形成し、バルブチューブ232又はルアーチップ226の内面の何れかの所望の軸方向
位置に配置してもよい。いくつかの実施形態において、ルアーチップ226の内面又はバル
ブチューブ232の外面の何れかは、密封部材244を所望の位置に固定するための溝又はくぼ
みなどの要素を備えてもよい。
【０１０２】
　いくつかの実施形態において、前述のように、シール218は、弾性であってもよく、バ
ルブチューブ232を密閉位置の方へ付勢する力をバルブチューブ232に加えるように、図5A
に示すように拡張位置の方へ付勢されてもよい。特に、図示の実施形態では、シール218
は、バルブチューブ232を付勢してルアーチップ226の内面に接触させて密封可能に密閉し
てもよい。さらに、シール218は、弁部材220が密閉位置(図5AにおいてV1によって表され
ている)にあるときに全体的にシール218の内部に含まれる体積を、弁部材220が開放位置(
図5DにおいてV2によって表されている)にあるときにシール218の内部に含まれる体積より
も多くすることができるようにシール218を構成してもよい。したがって、弁部材220が密
閉位置から開放位置に移動すると、シール218の内部に含まれる流体の体積を減らすこと
ができ、弁部材220が開放位置から密閉位置に移動するとこの体積が増すことができる。
弁部材220が密閉位置に移動したときにシール218内の空間の体積が増すことによって、シ
ール218は吸引力を生じさせることができ、弁部材220による密閉プロセス時に、開口部23
8内を流れるか又は開口部238から滴下することのできる流体又は薬剤の量を、そのような
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流体をシール218の内部の空間の体積内に引き戻すことによって減らすことができる。
【０１０３】
　シール218が体積を実質的に密閉しない実施形態、例えば、シール218がばねである実施
形態も同様に働く。チャンバ246は、弁部材220が密閉位置にあるときのチャンバ246の体
積が、弁部材220が開放位置にあるときのチャンバ246の体積よりも多くなるように構成さ
れている。このように体積が変化すると、コネクタ210が開放位置から密閉位置に移動し
たときに流体がルアーコネクタ210の第1の端部212からコネクタ210内に引き込まれる。
【０１０４】
　いくつかの実施形態において、シール218、チューブ232、及び密封部材244はすべて同
じ材料から一体的に形成してもよい。しかし、いくつかの実施形態では、これらの要素の
いずれも、上述のようにあるいは他の任意の適切な方法で別個に形成し所望の位置に支持
するか又は取り付けてもよい。ハウジング222は、コネクタ210の第2の端部214からルアー
コネクタ210の軸方向中心を通って延びることができる通路254を含む全体的にチューブ状
の構造であってもよい。したがって、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ210が図5
Bに示すような開放構成であるとき、通路254は、流体が第2の端部214からポスト部材224
、シール218、チューブ232の開口部264内を流れて、ルアーコネクタ210の第1の端部212に
配置されるルアーチップ226の開口部238から流出するのを可能にすることができる。
【０１０５】
　図5A及び図5Dを参照する。ルアーコネクタ210の第2の端部214の近くにおいて、ポート
部材224及び流体通路254の対応する部分は、そこに挿入された標準的な直径の医療チュー
ブ又は標準的な雄ルアーの部分を収容するのに十分な幅を有してもよい。ハウジング222(
又は本明細書において説明する何れかのハウジング)の長さ、直径、又はその他の要素は
、本明細書において説明する他の何れかのハウジングと同じであってもよい。
【０１０６】
　さらに、シュラウド228は、上述のようなサイズ及び構成あるいはルアーコネクタ210を
別の医療器具にしっかりと又は取外し可能に取り付けるための必要に応じたサイズ及び構
成を有してもよい。さらに、ハウジング222、チップ226、シール218、又はルアーコネク
タ210の他の何れかの構成要素もしくは要素は、本明細書において開示する他の何れかの
チップ部材に関して説明する材料、形状、要素、サイズ、又はその他の構成もしくは細部
のいずれを有してもよくあるいはそのような材料、形状、要素、サイズ、又はその他の構
成もしくは細部の何れから作製されてもよい。ルアーチップの他の実施形態と同様に、ル
アーチップ226をANSI標準及び/又はISO標準のような適用可能な標準及び/又は規則に適合
させてもよい。
【０１０７】
　図5Dを参照する。雄ルアーコネクタ210と雌コネクタ76がねじ係合しながら互いの方へ
移動するにつれて、雌コネクタ76の内面86がルアーチップ226の外面に接触することがで
きる。これによって、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ226の外面との間に流体密封
シールを生じさせることができる。雄ルアーコネクタ210と雌コネクタ76がさらにねじ係
合しながら移動すると、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ226の外面との間の接触力
によって、ルアーチップ226は雌コネクタ76と実質的に同時に回転することができる。こ
れによって、上述のように、ルアーチップ226がバルブチューブ232に対して回転し、上述
のように、バルブチューブ232の遠位端部232aをルアーチップ226の内側遠位端部226aから
離れる方向へ移動させることができる。バルブチューブ232とルアーチップ226が互いに離
れる方向へ移動すると、バルブチューブ232の端部の外面とルアーチップ226の端部の内面
との間に隙間を形成することができ、それによって、流体が開口部238を通過して雌コネ
クタ76の流体通路80に流入することができ、この逆についても同様である。
【０１０８】
　上述のように、バルブチューブ232が開放されてシール218を圧縮すると、シール218内
に収容することのできる流体の体積を減らすことができる。いくつかの実施形態では、シ
ール218を圧縮しつつ(それによって、シール218内の流体の体積を減らしつつ)、一定の陽
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圧源を通路254上のルアーコネクタ210の第2の端部214の所に加えると、シール218が圧縮
されるのでシール218内の流体の圧力を高くすることが可能になる。いくつかの実施形態
では、このように圧力を高くすることによって、シール218がもはや圧縮されなくなるま
で、シール218内の流体が通路254を通ってルアーコネクタ210の第1の端部212の方へ高速
に流れることが可能になる。
【０１０９】
　逆に、いくつかの実施形態では、雌コネクタ76をルアーコネクタ210から取り外すと、
雌コネクタ76の内面86とルアーチップ226の外面が相互作用することによって、ルアーチ
ップ226がバルブチューブ232に対して回転し、バルブチューブ232をルアーチップ226に対
して密閉位置に移動させることができる。バルブチューブ232が密閉位置の方へ移動する
につれて、シール218内の体積が増大して体積V1に戻ることが可能になる。シール218の内
部体積を増大させると、シール218内で発生する圧力又は吸引を低下させることができる
。前述のように、このように圧力又は吸引を低下させると、ルアーコネクタ210は、開口
部264内に存在する流体の少なくとも一部をシール218内の空間の体積内に引き戻すことが
できる。いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ210を使用して、有害であるか又は腐
食性のある流体又は薬剤の流れを抑制してもよく、それによって、雌コネクタ76を取り外
すときに場合によっては数滴の流体が開口部238から滴下するのが防止されて有利に働く
ことがある。
【０１１０】
　次に、図6A～図6Gを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ310につ
いて説明する。図6Aは、第1の位置又は密閉位置にあるルアーコネクタ310を示す、ルアー
コネクタ310の断面図である。図6Bは、第2の位置又は開放位置にあるルアーコネクタ310
を示す、ルアーコネクタ310の断面図である。図6Cは、密閉位置にあるルアーコネクタ310
を示す、ルアーコネクタ310の実施形態の端面図である。図6Dは、開放位置にあるルアー
コネクタ310を示す、ルアーコネクタ310の端面図である。図6Eはルアーチップ326の一実
施形態の斜視図である。図6Fは、密閉位置におけるルアーコネクタ310を示す、図6Aの線6
F-6Fにおけるルアーコネクタ310の断面図である。図6Gは、開放位置にあるルアーコネク
タ310を示す、図6Bの線6G-6Gにおけるルアーコネクタ310の断面図である。
【０１１１】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ310は、本明細書において開示する他の
何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又は構成のいず
れを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又は
構成の何れから作製されてもよい。図6Aは、密閉位置にあり、したがって、流体がルアー
コネクタ310内を流れるのが概ね妨げられる、ルアーコネクタ310の断面図である。図6Bは
、雌コネクタ76がルアーコネクタと嵌め合わされているので開放位置にあるルアーコネク
タ310の実施形態の断面図である。図6Bでは、ルアーコネクタ310内部の流体又は薬剤の流
れが矢印によって表されている。上記に他のルアーコネクタを参照して説明したように、
ルアーコネクタ310のバルブチューブ332(内部部材とも呼ばれる)が開放位置にあるとき、
流体がルアーコネクタ310内を流れるのを概ね可能にすることができる。同様に、バルブ
チューブ332が密閉位置にあるとき、流体がルアーコネクタ310内を流れるのを概ね妨げる
ことができる。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実施形態とも同様に
、弁部材による完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態ではそのよ
うなシールが好ましいことがある。
【０１１２】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ310は、図示しならびに/又は以下に説明
する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加えて、上述のルア
ーコネクタ210と同じであってもあるいは同様であってもよい。したがって、ルアーコネ
クタ310は、上述のルアーコネクタ210と比較していくつかの点で同じ動作又は同様の動作
を実行してもよい。図6Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ310のいくつかの実
施形態は、ハウジング322と、ルアーコネクタ310の第2の端部314の近くに配置されるポー
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ト部材324と、ルアーコネクタ310の第1の端部312の近くに配置されるルアーチップ326と
、ルアーチップ326の少なくとも一部を囲むシュラウド328と、弁部材320とを備えてもよ
い。図示のように、バルブチューブ332をハウジング322と一体的に形成しても、あるいは
ハウジング322と別個に形成し、本開示において説明する接着技術もしくは融着技術又は
当技術分野において周知の接着技術もしくは融着技術の何れかによってハウジング322に
取り付けてもよい。ルアーチップ326をハウジング322内に支持してもよい。図示の実施形
態では、弁部材320はルアーチップ326とバルブチューブ332とを備えてもよい。いくつか
の実施形態において、バルブチューブ332は、ルアーチップ326に形成することのできる開
口部360内に少なくとも部分的に配置されてもよい。
【０１１３】
　いくつかの実施形態において、図示の実施形態と同様に、ハウジング322は、ルアーチ
ップ326が突き出ることができる開口部340を形成してもよい。図6Aを参照する。ルアーチ
ップ326がルアーコネクタ310の第1の端部312の方へ突き出るようにルアーコネクタ310を
構成してもよい。ルアーチップ326は、ハウジング322、ポート部材324、及びシュラウド3
28の中心線に同軸に位置合わせされることが好ましい。開口部340は、ルアーチップ326を
半径方向に支持し、それによって、ルアーチップ326がハウジング322の中心線に概ね同軸
に位置合わせされたままになるようなサイズ及び構成を有してもよい。開口部340は、ハ
ウジング322に対するルアーチップ326の回転を制限しないようなサイズ及び構成を有して
もよい。ルアーチップ326がハウジング322内で軸方向に支持されるようにルアーコネクタ
310を構成してもよい。さらに、以下により詳しく説明する理由で、ハウジング322及び開
口部340は、ルアーチップ326がハウジング322、シュラウド328、及びバルブチューブ332
に対して所定の角度範囲内で自由に回転することができるようなサイズ及び構成を有して
もよい。
【０１１４】
　図6Eを参照する。いくつかの実施形態では、平面状のベース部326bからルアーコネクタ
310の第1の端部312の方へ突き出る先細りした全体的に円錐状の外面326aを形成するよう
にルアーチップ326を形成してもよい。図6Fを参照する。いくつかの実施形態では、第1の
当接面326c及び第2の当接面326dを形成するように平面状のベース部326bを形成してもよ
い。さらに、いくつかの実施形態において、ハウジング322は、第1の当接面326c及び第2
の当接面326dに概ね長手方向に位置合わせされることができる突起又はタブ323を形成し
てもよい。以下により詳しく説明するように、ルアーチップ326とハウジング322との間の
回転の角度範囲を定めるか又は限定するようにタブ323ならびに第1の当接面326c及び第2
の当接面326dを構成してもよい。ルアーチップ326の少なくとも一部を貫通し、ルアーチ
ップ326の軸方向中心線に全体的に位置合わせされた、全体的に円筒状の開口部360を形成
するようにルアーチップ326を構成してもよい。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、ルアーチップ326に形成することのできる全体的に円筒状の
開口部360内に受け入れられるサイズ及び構成を有する概ね円筒状の外面332aを形成する
ようにバルブチューブ332を形成してもよい。バルブチューブ332の外面332aは、ハウジン
グ322からルアーコネクタ310の第1の端部312の方へ突き出てもよい。
【０１１６】
　前述のように、別のコネクタに結合されること又はその他の操作に応答して、ルアーチ
ップ326がハウジング322に対して、好ましくは定義済みの角度範囲内で実質的に自由に回
転するのを可能にするが、ルアーチップ326がハウジング322に対して軸方向に移動するの
を実質的に妨げるように、ハウジング322によってルアーチップ326を軸方向及び半径方向
に支持してもよい。他の実施形態に例示するように、開口部340は、回転するルアーチッ
プ326と嵌め合わされる弾性シール、例えばOリングを含んでもよい。いくつかの実施形態
では、ルアーチップ326がハウジング322内に組み込まれた後でポート部材324を分割線表
面325に沿ってハウジング222に接着、融着、又は溶接するか、あるいは他の方法で取り付
けてもよい。いくつかの実施形態において、ハウジング322は、バルブチューブ332、シー
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ル318、及びルアーチップ326のようなすべての内部構成要素をハウジング322に組み込め
るように追加の分割線又は異なる分割線を形成してもよい。
【０１１７】
　次に、以下により詳しく説明するように、図6A及び図6Bに示すような組立て済み構成で
は、ルアーチップ326をバルブチューブ332に対して回転させることによって、ルアーコネ
クタ310の弁部材320を第2の開放位置と第1の密閉位置との間を移動させることができる。
開放位置では、図6B及び図6Dに示すように、ルアーチップ326の開口部338がバルブチュー
ブ332の開口部364に全体的に位置合わせされる。密閉位置では、図6A及び図6Cに示すよう
に、ルアーチップ326の開口部338がバルブチューブ332の開口部364に対して全体的にずれ
る。いくつかの実施形態では、ルアーチップ326が回転したときに、ルアーチップ326の回
転方向に応じて、バルブチューブ332が開放位置から密閉位置に移動するか又は密閉位置
から開放位置に移動するように、ルアーコネクタ310を構成してもよい。第1の方向又は第
2の方向におけるルアーチップ326の回転を停止させ、それによって、ルアーチップ326が
、停止位置においてバルブチューブ332に対して開放位置又は密閉位置の何れかに位置合
わせされるように、第1の当接面326c及び第2の当接面326dを構成してもよい。
【０１１８】
　したがって、ルアーチップ326をバルブチューブ332に対して相対的に回転させることに
よって、弁部材320を開放位置と密閉位置との間を移動させることができる。前述のよう
に、いくつかの実施形態では、以下により詳しく説明するように雌コネクタ76がルアーコ
ネクタ310にねじ係合したときに、流体又は薬剤がルアーコネクタ310内を流れるのを可能
にするのに十分な量だけバルブチューブ332を開放させる所望の角度定位までルアーチッ
プ326を回転させることを確かにするように配置された回転限界点又は回転停止点を形成
するようにルアーチップ326を構成してもよい。同様に、雌コネクタ76がルアーコネクタ3
10からねじ係合を解除されたときに、バルブチューブ332がルアーチップ326の内面に接触
して密封可能に密閉するのを可能にする所望の半径方向位置までルアーチップ326が回転
することを確かにするように、回転限界点又は回転停止点を配置してもよい。
【０１１９】
　バルブチューブ332の外面とルアーチップ326の内面との間に環状の密封部材344を配置
して、流体が開口部360を通ってルアーチップ326のベース部326bの方へ流れ、開口部340
から流出するのを妨げてもよい。密封部材344は、本明細書において説明する他の何れか
のシール又は密封部材の材料、形状、サイズ、又はその他の細部もしくは構成のいずれを
備えてもよい。いくつかの実施形態では、密封部材344をバルブチューブ332又はルアーチ
ップ326と同じ材料から形成してもよく、バルブチューブ332又はルアーチップ326と一体
的に形成してもよい。いくつかの実施形態では、密封部材344を独立に形成してもよく、
バルブチューブ332又はルアーチップ326の何れかに密封可能に取り付けてもよい。いくつ
かの実施形態では、密封部材344をバルブチューブ332とは別個に形成し、バルブチューブ
332又はルアーチップ326の内面の何れかの所望の軸方向位置に配置してもよい。いくつか
の実施形態において、ルアーチップ326の内面又はバルブチューブ332の外面の何れかは、
密封部材344を所望の位置に固定するための溝又はくぼみなどの要素を備えてもよい。
【０１２０】
　ハウジング322は、コネクタ310の第2の端部314からルアーコネクタ310の軸方向中心を
通って延びることができる通路354を含む全体的にチューブ状の構造であってもよい。し
たがって、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ310が図6Bに示すような開放構成で
あるとき、通路354は、流体が第2の端部314からポスト部材324、シール318、チューブ332
の開口部364a内を流れて、ルアーコネクタ310の第1の端部312に配置されるルアーチップ3
26の開口部338から流出するのを可能にすることができる。ハウジング32の長さ、直径、
又はその他の要素は、本明細書において説明する他の何れかのハウジングと同じであって
もよい。
【０１２１】
　さらに、シュラウド328は、上述のようなサイズ及び構成あるいはルアーコネクタ310を



(31) JP 6058530 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

別の医療器具にしっかりと又は取外し可能に取り付けるための必要に応じたサイズ及び構
成を有してもよい。さらに、ハウジング322、チップ326、シール318、又はルアーコネク
タ310の他の何れかの構成要素もしくは要素は、本明細書において開示する他の何れかの
チップ部材に関して説明する材料、形状、要素、サイズ、又はその他の構成もしくは細部
のいずれを有してもよくあるいはそのような材料、形状、要素、サイズ、又はその他の構
成もしくは細部の何れから作製されてもよい。ルアーチップの他の実施形態と同様に、ル
アーチップ326をANSI標準及び/又はISO標準のような適用可能な標準及び/又は規則に適合
させてもよい。
【０１２２】
　図6Bを参照する。雄ルアーコネクタ310と雌コネクタ76がねじ係合しながら互いの方へ
移動するにつれて、雌コネクタ76の内面86がルアーチップ326の外面に接触することがで
きる。これによって、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ326の外面との間に流体密封
シールを生じさせることができる。雄ルアーコネクタ310と雌コネクタ76がさらにねじ係
合しながら移動すると、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ326の外面との間の接触力
によって、ルアーチップ326は雌コネクタ76と実質的に同時に回転することができる。こ
れによって、上述のように、ルアーチップ326がバルブチューブ332に対して回転し、上述
のように、ルアーチップ326の開口部338をバルブチューブ332の開口部364に対して移動さ
せることができる。
【０１２３】
　いくつかの実施形態では、ルアーチップ326が偶発的に第1の密閉位置から回転移動する
のを実質的に妨げて、コネクタ310が偶発的に開放され、したがって、ルアーコネクタ310
内の流体が偶発的に排出されるのを防止するようにルアーコネクタ310を構成してもよい
。例えば、ルアーコネクタ310のいくつかの実施形態は、ルアーチップ326がバルブチュー
ブ332に対して回転移動するのを阻止する回り止め、切り欠き、タブ、弾性部材、又はそ
の他の要素を有してもよい。
【０１２４】
　次に、図7A～図7Bを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ410につ
いて説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ410は、本明細書において
開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又
は構成のいずれを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形状
、細部、又は構成の何れから作製されてもよい。図7Aは、密閉位置にあり、したがって、
流体がルアーコネクタ410内を流れるのが概ね妨げられるルアーコネクタ410を示す、ルア
ーコネクタ410の断面図である。図7Bは、開放位置にあり、したがって、流体がルアーコ
ネクタ410内を流れるのが概ね可能にされるルアーコネクタ410を示す、ルアーコネクタ41
0の断面図である。後述のように、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ410が手動で
開放位置と密閉位置とに切り替えられ、ルアーコネクタ410が雌コネクタに嵌め合わされ
ているときに自動的に開放位置に切り替えられることがなくなるようにルアーコネクタ41
0を構成してもよい。図7Bでは、ルアーコネクタ410内部の流体又は薬剤の流れが矢印によ
って表されている。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実施形態とも同
様に、弁部材による完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態ではそ
のようなシールが好ましいことがある。
【０１２５】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ410は、図7A及び図7Bに示しならびに/又
は以下に説明する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加えて
、上述のルアーコネクタ10と同じであってもあるいは同様であってもよい。したがって、
ルアーコネクタ410は、上述のルアーコネクタ10と比較していくつかの点で同じ動作又は
同様の動作を実行してもよい。図7Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ410のい
くつかの実施形態は、ハウジング422と、ルアーコネクタ410の第2の端部414の近くに配置
されるポート部材424と、ルアーコネクタ410の第1の端部412の近くに配置されるルアーチ
ップ426と、ルアーチップ426の少なくとも一部を囲むシュラウド428と、弁部材420とを備
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えてもよい。図示のように、ルアーチップ426をハウジング422と一体的に形成してもよく
、また、いくつかの実施形態では、ハウジング422と別個に形成し、本明細書において説
明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野において周知の接着技術もしくは融着技
術の何れかによってハウジング422に取り付けてもよい。
【０１２６】
　図示の実施形態では、弁部材420は、ルアーチップ426と、ルアーチップ426内に支持さ
れるバルブチューブ432(内部部材とも呼ばれる)と、ハンドル433とを備えてもよい。いく
つかの実施形態において、バルブチューブ432とハンドル433を一体的に形成してもよい。
いくつかの実施形態では、ハンドル433をバルブチューブ432とは異なり別個に形成し、本
明細書において説明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野において周知の接着技
術もしくは融着技術の何れかによってバルブチューブ432に取り付けてもよい。いくつか
の実施形態において、バルブチューブ432は、ルアーチップ426に形成することのできる開
口部460内に少なくとも部分的に配置されてもよい。
【０１２７】
　本明細書において説明する他のルアーコネクタと同様に、弁部材420が密閉位置にある
ときにルアーチップ426に対して実質的な流体密封シールを形成するようにバルブチュー
ブ432の端部を構成してもよい。さらに、弁部材420が開放位置にあるとき、流体が、バル
ブチューブ432に形成された開口部464内を流れ、ルアーチップ426に形成された開口部438
から流出するのを可能にしてもよい。いくつかの実施形態では、ハウジング422の開口部4
23を貫通して突き出ることのできるハンドル433に手で力を加えることによって弁部材420
を開放位置と密閉位置との間を移動させてもよい。特に、ハンドル433をルアーコネクタ4
10の第2の端部414の方へ移動させることによって、弁部材420を開放してもよい。同様に
、ハンドル433をルアーコネクタ410の第1の端部412の方へ移動させることによって弁部材
420を密閉してもよい。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、弾性シール部材418をハウジング422によって支持し、かつバ
ルブチューブ432の一部の外面の周りに流体密封シールを形成するように構成してもよい
。さらに、弁部材420を密閉位置に付勢する付勢力をバルブチューブ432に加えるように弾
性シール部材418を構成してもよい。いくつかの実施形態において、弾性シール部材418は
、バルブチューブ432の一部の外面を拘束することのできる円形の開口部を有する、実質
的に平面状で環状の形状を形成してもよい。ルアーコネクタの第2の端部414に近いバルブ
チューブ432の部分の周りに追加のシール444を配置して、流体が開口部423及びハウジン
グ422から漏れるのを実質的に防止してもよい。
【０１２９】
　いくつかの実施形態では、ユーザが弁部材420を開放位置に移動させた後で弁部材420を
シール部材418の付勢力に対抗して開放位置又は部分的に開放された位置に留まらせるた
めの回り止め、止め具、又はその他の要素を形成するようにバルブチューブ432及び/又は
ハウジング422を構成してもよい。これによって、弁部材420は、ユーザがハンドル433を
開放位置に保持する必要なしに開放位置に留まることができる。いくつかの実施形態では
、ハンドル部材に対してルアーコネクタ410の第1の端部412の方向に力を加えることによ
って弁部材420を密閉することができる。いくつかの実施形態では、ユーザがハンドル433
を開放位置に保持して弁部材420を開放したままにしておくことができるようにバルブチ
ューブ432及びハウジング422を構成してもよい。
【０１３０】
　次に、図8A～図8Bを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ510につ
いて説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ510は、本明細書において
開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又
は構成のいずれを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形状
、細部、又は構成の何れから作製されてもよい。図8Aは、密閉位置にあり、したがって、
流体がルアーコネクタ510内を流れるのが概ね妨げられるルアーコネクタ510を示す、ルア
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ーコネクタ510の断面図である。図8Bは、開放位置にあり、したがって、流体がルアーコ
ネクタ510内を流れるのが概ね可能にされるルアーコネクタ510を示す、ルアーコネクタ51
0の断面図である。後述のように、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ510が手動で
開放位置と密閉位置とに切り替えられ、ルアーコネクタ510が雌コネクタに嵌め合わされ
ているときに自動的に開放位置に切り替えられることがなくなるようにルアーコネクタ51
0を構成してもよい。図8Bでは、ルアーコネクタ510内部の流体又は薬剤の流れが矢印によ
って表されている。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実施形態とも同
様に、弁部材の完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態ではそのよ
うなシールが好ましいことがある。
【０１３１】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ510は、図8A及び図8Bに示しならびに/又
は本明細書に説明する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加
えて、上述のルアーコネクタ410と同じであってもあるいは同様であってもよい。したが
って、ルアーコネクタ510は、上述のルアーコネクタ410と比較していくつかの点で同じ動
作又は同様の動作を実行してもよい。図8Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ51
0のいくつかの実施形態は、ハウジング522と、ルアーコネクタ510の第2の端部514の近く
に配置されるポート部材524と、ルアーコネクタ510の第1の端部512の近くに配置されるル
アーチップ526と、ルアーチップ526の少なくとも一部を囲むシュラウド528と、弁部材520
とを備えてもよい。図示のように、ルアーチップ526をハウジング522と一体的に形成して
もよく、また、いくつかの実施形態では、ハウジング522と別個に形成し、本明細書にお
いて説明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野において周知の接着技術もしくは
融着技術の何れかによってハウジング522に取り付けてもよい。
【０１３２】
　図示の実施形態では、弁部材520は、ルアーチップ526と、ルアーチップ526内に支持さ
れるバルブチューブ532(内部部材とも呼ばれる)と、突起又はタブ533と、ダイアル部材53
4とを備えてもよい。いくつかの実施形態において、バルブチューブ532とタブ533を一体
的に形成してもよい。いくつかの実施形態では、タブ533をバルブチューブ532とは異なり
別個に形成し、本明細書において説明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野にお
いて周知の接着技術もしくは融着技術の何れかによってバルブチューブ532に取り付けて
もよい。バルブチューブ532は、ルアーチップ526に形成することのできる開口部560内に
少なくとも部分的に配置されてもよい。いくつかの実施形態では、バルブチューブ532が
ハウジング522に対して所定の範囲内で軸方向に並進するのを可能にし、それによって、
バルブチューブ532が開放位置と密閉位置との間を移動することができるようにバルブチ
ューブ532及びハウジング522を構成してもよい。さらに、バルブチューブ532及びハウジ
ング522は、溝、切り欠き、突起、インデキシング要素を形成してもよく、あるいは場合
によっては、バルブチューブ532がハウジング522に対して回転するのを実質的に妨げるよ
うに構成されてもよい。
【０１３３】
　本明細書において説明する他のルアーコネクタと同様に、弁部材520が密閉位置にある
ときにルアーチップ526に対して実質的な流体密封シールを形成するようにバルブチュー
ブ532の端部を構成してもよい。さらに、弁部材520が開放位置にあるとき、流体が、バル
ブチューブ532に形成された開口部564内を流れ、ルアーチップ526に形成された開口部538
から流出するのを可能にしてもよい。いくつかの実施形態では、ハウジング522の1つの開
口部又は一連の開口部523を貫通して突き出ることのできるタブ533に手で力を加えること
によって弁部材520を開放位置と密閉位置との間を移動させてもよい。特に、後述のよう
に、タブ533をルアーコネクタ510の第2の端部514の方へ移動させることによって弁部材52
0を開放してもよい。同様に、タブ533をルアーコネクタ510の第1の端部512の方へ移動さ
せることによって弁部材520を密閉してもよい。
【０１３４】
　いくつかの実施形態では、弾性シール部材518をハウジング522によって支持し、かつバ
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ルブチューブ532の一部の外面の周りに流体密封シールを形成するように構成してもよい
。さらに、弁部材520を密閉位置に付勢する付勢力をバルブチューブ532に加えるように弾
性シール部材518を構成してもよい。いくつかの実施形態において、弾性シール部材518は
、バルブチューブ532の一部の外面を拘束することのできる円形の開口部を有する、実質
的に平面状で環状の形状を形成してもよい。ルアーコネクタの第2の端部514に近いバルブ
チューブ532の部分の周りに追加のシール544を配置して、流体が1つの開口部又は一連の
開口部523及びハウジング522から漏れるのを実質的に防止することができる。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、ダイアル部材534を2つ又は複数の部材から形成し、ハウジン
グ522及びタブ533の周りに互いにスナップ止めするか又は他の方法で接合してもよい。ダ
イアルがハウジング522及びバルブチューブ532に対して自由に回転するのを可能にするよ
うにハウジング522によってダイアル部材534を支持し、一方、ダイアル部材534がハウジ
ング522に対して何れかの軸方向に並進するのを実質的に妨げられるようにハウジング522
によってダイアル部材534を軸方向に支持してもよい。さらに、開放位置、密閉位置、及
びプライミング位置などであるがそれらに限定されない、弁部材520の所望の位置に対応
する特定の所定の位置にダイアル部材534を付勢するか又は停止させるための回り止め、
止め具、又はその他の要素を形成するようにダイアル部材534及び/又はハウジング522を
構成してもよい。
【０１３６】
　いくつかの実施形態において、ダイアル部材534は、タブ533を滑り可能に受け入れるよ
うに構成されたらせん状の溝535を形成してもよい。この構成では、いくつかの実施形態
において、バルブチューブ532及びタブ533がハウジングに対して回転するのを実質的に妨
げられるので、ダイアル534が回転すると、溝535のらせん形状によって、タブ533、した
がってバルブチューブ532が、ダイアル534の回転方向に応じて、ハウジングに対して何れ
かの軸方向に移動することができる。このように、弁部材520を開放位置と密閉位置との
間を移動させてもよい。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、前述のように、ユーザが弁部材520を開放位置に移動させた
後で、弁部材520をシール部材518の付勢力に対抗して開放位置又は部分的に開放された位
置に留まらせるための回り止め、止め具、又はその他の要素を形成するようにダイアル部
材534及び/又はハウジング522を構成してもよい。これによって、弁部材520は、ユーザが
ダイアル部材534を所望の位置に保持する必要なしに開放位置に留まらせることができる
。
【０１３８】
　次に、図9A～図9Bを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ610につ
いて説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ610は、本明細書において
開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、又
は構成のいずれを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形状
、細部、又は構成の何れから作製されてもよい。図9Aは、密閉位置にあり、したがって、
流体がルアーコネクタ610内を流れるのが概ね妨げられるルアーコネクタ610を示す、ルア
ーコネクタ610の断面図である。図9Bは、開放位置にあり、したがって、流体がルアーコ
ネクタ610内を流れるのが概ね可能にされるルアーコネクタ610を示す、ルアーコネクタ61
0の断面図である。後述のように、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ610が手動で
開放位置と密閉位置とに切り替えられ、ルアーコネクタ610が雌コネクタと嵌め合わされ
ているときに自動的に開放位置に切り替えられることがなくなるようにルアーコネクタ61
0を構成してもよい。図9Bでは、ルアーコネクタ610内部の流体又は薬剤の流れが矢印によ
って表されている。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実施形態とも同
様に、弁部材の完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態ではそのよ
うなシールが好ましいことがある。
【０１３９】



(35) JP 6058530 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ610は、図9A及び図9Bに示しならびに/又
は以下に説明する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加えて
、上述のルアーコネクタ510と同じであってもあるいは同様であってもよい。したがって
、ルアーコネクタ610は、上述のルアーコネクタ510と比較していくつかの点で同じ動作又
は同様の動作を実行してもよい。図9Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ610の
いくつかの実施形態は、ハウジング622と、ルアーコネクタ610の第2の端部614の近くに配
置されるポート部材624と、ルアーコネクタ610の第1の端部612の近くに配置されるルアー
チップ626と、ルアーチップ626の少なくとも一部を囲むシュラウド628と、弁部材620とを
備えてもよい。図示のように、ルアーチップ626を、ハウジング622と一体的に形成しても
よく、また、いくつかの実施形態では、ハウジング622と別個に形成し、本明細書におい
て説明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野において周知の接着技術もしくは融
着技術の何れかによってハウジング622に取り付けてもよい。
【０１４０】
　図示の実施形態では、弁部材620は、ルアーチップ626と、ルアーチップ626内に支持さ
れるバルブチューブ632(内部部材とも呼ばれる)と、栓又はハンドル部材633とを備えても
よい。バルブチューブ632は、ルアーチップ626に形成することのできる開口部660内に少
なくとも一部が配置されてもよい。いくつかの実施形態では、バルブチューブ632がハウ
ジング622及びルアーチップ626に対して所定の範囲内で軸方向に並進するのを可能にし、
それによって、バルブチューブ632が開放位置と密閉位置との間を移動することができる
ようにルアーコネクタ610を構成してもよい。
【０１４１】
　ハウジング622及び/又はルアーチップ626内に全体的に円筒形の弾性密封部材618を支持
してもよい。バルブチューブ632が図9Aに示すように密閉位置にあるときに、任意の流体
又は薬剤がバルブチューブ632に形成された開口部664aから流出するのを密封部材618が実
質的に妨げるように、バルブチューブ632の通路664の開口部664aを密封可能に覆うように
密封部材618を構成してもよい。さらに、密封部材618は、弁部材620が開放位置にあると
きに、流体又は薬剤がバルブチューブ632の開口部664a内を流れ、ルアーチップ626の開口
部638から流出するのを可能にするようなサイズ及び構成を有してもよい。
【０１４２】
　さらに、密封部材618を、ハウジング622内に支持し、バルブチューブ632を密閉位置に
付勢する付勢力をバルブチューブ632に加えるように構成してもよい。特に、密封部材618
が少なくともわずかに圧縮された状態になり、バルブチューブ632に対してルアーコネク
タ610の第2の端部614の方向に付勢力を加えるように、ルアーチップ626及び/又はハウジ
ング622によって密封部材618を支持してもよい。図9Bに示すようにハンドル633を開放位
置に移動させると、バルブチューブ632を密封部材618の付勢力に対抗してルアーコネクタ
610の第1の端部612の方へ移動させることができる。ハンドル633を開放位置から密閉位置
(図9Aに示されている)に移動させると、密封部材618の付勢力によってバルブチューブ632
を密閉位置に復元し、さらなる流体が弁部材620内を流れるのを防止することができる。
いくつかの実施形態では、開放位置又は密閉位置の何れかにおいて流体がハンドル633の
ベースの周りを流れてもよい。ルアーコネクタの第2の端部614に近いバルブチューブ632
の部分の周りに追加のシール644を配置して、流体がハウジング622の1つの開口部又は一
連の開口部623から漏れるのを実質的に妨げてもよい。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、ハンドルがハウジング622及びバルブチューブ632に対して実
質的に自由に回転するのを可能にするようにハウジング622によってハンドル633を支持し
、一方、ハンドル633が誤ってハウジング622から外れないようにハウジング622によって
ハンドル633を支持してもよい。さらに、開放位置、密閉位置、及びプライミング位置な
どであるがそれらに限定されない弁部材620の所望の位置に対応する特定の回転位置にハ
ンドル633を付勢するか又は停止させるための回り止め、止め具、又は他の要素を形成す
るようにハンドル633及び/又はハウジング622を構成してもよい。
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【０１４４】
　ハンドル633のベース部633aは、卵形又はその他の非円形の断面を形成するか、あるい
は場合によっては、ハンドル633が回転したときにバルブチューブ632を軸方向に変位させ
るように構成されてもよい。したがって、軸方向中心線又は回転中心(図9A及び図9Bでは
軸Aによって表されている)からベース部633aの表面までの半径方向距離は、ベース部633a
の表面上の1つの点から別の点まで変化させることができる。特に、いくつかの実施形態
では、回転中心Aとバルブチューブ632が(図9Bに示されているように)開放位置にあるとき
にバルブチューブ632に接触するベース部633aの表面上の点との間の距離を、回転中心Aと
バルブチューブ632が(図9Aに示されているように)密閉位置にあるときにバルブチューブ6
32に接触するベース部633aの表面上の点との間の距離よりも長くすることができる。この
構成では、ハンドル633をハウジング622に対して回転させ、したがって、弁620を開放位
置と密閉位置との間を移動させることによって、弁部材620を開放位置と密閉位置との間
を移動させることができる。
【０１４５】
　いくつかの実施形態では、前述のように、ユーザが弁部材620を開放位置に移動させた
後で、弁部材620をシール部材618の付勢力に対抗して開放位置又は部分的に開放された位
置に留まらせるための回り止め、止め具、又はその他の要素を形成するようにハンドル63
3及び/又はハウジング622を構成してもよい。これによって、ユーザがハンドル633を所望
の位置に保持する必要なしに弁部材620を開放位置に留まらせることができる。
【０１４６】
　次に、図10A～図10Bを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ710に
ついて説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ710は、本明細書におい
て開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、
又は構成のいずれを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形
状、細部、又は構成の何れから作製されてもよい。図10Aは、密閉位置にあり、したがっ
て、流体がルアーコネクタ710内を流れるのが概ね妨げられるルアーコネクタ710を示す、
ルアーコネクタ710の断面図である。図10Bは、開放位置にあり、したがって、流体がルア
ーコネクタ710内を流れるのが概ね可能にされるルアーコネクタ710を示す、ルアーコネク
タ710の断面図である。後述のように、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ710が手
動で開放位置と密閉位置とに切り替えられ、ルアーコネクタ710が雌コネクタと嵌め合わ
されているときに自動的に開放位置に切り替えられることがなくなるようにルアーコネク
タ710を構成してもよい。図10Bでは、ルアーコネクタ710内部の流体又は薬剤の流れが矢
印によって表されている。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実施形態
とも同様に、弁部材の完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形態では
そのようなシールが好ましいことがある。
【０１４７】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ710は、図10A及び図10Bに示しならびに/
又は以下に説明する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加え
て、上述のルアーコネクタ10と同じであってもあるいは同様であってもよい。したがって
、ルアーコネクタ710は、上述のルアーコネクタ10と比較していくつかの点で同じ動作又
は同様の動作を実行してもよい。図10Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ710の
いくつかの実施形態は、ハウジング722と、ルアーコネクタ710の第2の端部714の近くに配
置されるポート部材724と、ルアーコネクタ710の第1の端部712の近くに配置されるルアー
チップ726と、ルアーチップ726の少なくとも一部を囲むシュラウド728と、弁部材720とを
備えてもよい。図示のように、ルアーチップ726を、ハウジング722と一体的に形成しても
よく、また、いくつかの実施形態では、ハウジング722と別個に形成し、本開示において
説明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野において周知の接着技術もしくは融着
技術の何れかによってハウジング722に取り付けてもよい。
【０１４８】
　図示の実施形態では、弁部材720は、ルアーチップ726と、ルアーチップ726内に支持さ
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れるバルブチューブ732(内部部材とも呼ばれる)と、ハンドル部材733とを備えてもよい。
バルブチューブ732は、ルアーチップ726に形成することのできる開口部760内に少なくと
も一部が配置されてもよい。いくつかの実施形態では、バルブチューブ732がハウジング7
22及びルアーチップ726に対して所定の範囲内で軸方向に並進するのを可能にし、それに
よって、バルブチューブ732が開放位置と密閉位置との間を移動することができるように
バルブチューブ732及びハウジング722を構成してもよい。いくつかの実施形態では、バル
ブチューブ732は、ハウジング722から離れる方向へのバルブチューブ732の軸方向への変
位を制限し、それによって、バルブチューブ732が引き出されるときにバルブチューブ732
が誤ってハウジング722から外れないようにするためのタブ、突起、又はその他の要素735
を形成してもよい。したがって、バルブチューブ732と一体的に形成するか又はバルブチ
ューブ732に一体的に取り付けることができるハンドル733を手で、それぞれ引っ張るか又
は押すことによって、バルブチューブ732を開放位置と密閉位置との間を移動させてもよ
い。
【０１４９】
　流体を概ね密封する密封部材744を、ハウジング722によって支持してもよく、かつバル
ブチューブ732が通過することのできるハウジング722の開口部を密封するように構成して
もよい。いくつかの実施形態では、バルブチューブ732の外面に半径方向内側への力を加
えてハウジング722に対するバルブチューブ732の軸方向への移動を妨害するように密封部
材744を構成してもよい。いくつかの実施形態では、バルブチューブ732を密閉位置に付勢
する付勢力をバルブチューブ732に加えるように密封部材744を構成してもよい。半径方向
内側への力の大きさが、弁部材720が誤って密閉位置から開放されるのを防止するのに十
分な大きさになるように密封部材744を設計してもよい。さらに、任意の流体又は薬剤が
、ハウジング722に形成され、バルブチューブ732が通過することのできる開口部から流出
するのを実質的に防止するように密封部材744を構成してもよい。いくつかの実施形態で
は、弁部材720を付勢してハウジング722に対して所定の軸方向位置に留まらせるための回
り止め、止め具、又はその他の要素を形成するように、バルブチューブ732、シール744、
及び/又はハウジング722を構成してもよい。
【０１５０】
　次に、図11A～図11Bを参照して、別の実施形態による密閉可能なルアーコネクタ810に
ついて説明する。いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ810は、本明細書におい
て開示する他の何れかのルアーコネクタの構成要素、要素、材料、サイズ、形状、細部、
又は構成のいずれを有してもよくあるいはそのような構成要素、要素、材料、サイズ、形
状、細部、又は構成の何れから作製されてもよい。図11Aは、密閉位置にあり、したがっ
て、流体がルアーコネクタ810内を流れるのが概ね妨げられるルアーコネクタ810を示す、
ルアーコネクタ810の断面図である。図11Bは、開放位置にあり、したがって、流体がルア
ーコネクタ810内を流れるのが概ね可能にされるルアーコネクタ810を示す、ルアーコネク
タ810の断面図である。後述のように、いくつかの実施形態では、ルアーコネクタ810の弁
部材820を自動的に開放位置と密閉位置とに切り替えることができるようにルアーコネク
タ810を構成してもよい。図11Bでは、ルアーコネクタ810内部の流体又は薬剤の流れが矢
印によって表されている。ルアーコネクタ810のバルブチューブ832(内部部材とも呼ばれ
る)が開放位置にあるとき、流体がルアーコネクタ810内を流れることが概ね可能になる。
同様に、バルブチューブ832が密閉位置にあるとき、流体がルアーコネクタ810内を流れる
ことを概ね妨げることができる。本明細書において説明するルアーコネクタのいずれの実
施形態とも同様に、弁部材の完全なシールは必要とされない。ただし、いくつかの実施形
態ではそのようなシールが好ましいことがある。
【０１５１】
　いくつかの実施形態において、ルアーコネクタ810は、図11A及び図11Bに示しならびに/
又は以下に説明する要素及び構成要素を除いてあるいはそれらの要素及び構成要素に加え
て、上述のルアーコネクタ10と同じであってもあるいは同様であってもよい。したがって
、ルアーコネクタ810は、上述のルアーコネクタ10と比較していくつかの点で同じ動作又
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は同様の動作を実行してもよい。図11Aに示すように、組立て済みのルアーコネクタ810の
いくつかの実施形態は、ハウジング822と、ルアーコネクタ810の第2の端部814の近くに配
置されるポート部材824と、ルアーコネクタ810の第1の端部812の近くに配置されるルアー
チップ826と、ルアーチップ826の少なくとも一部を囲むシュラウド828と、弁部材820とを
備えてもよい。図示のように、バルブチューブ832を、ポート部材824と一体的に形成して
もよく、また、いくつかの実施形態では、ポート部材824と別個に形成し、本開示におい
て説明する接着技術もしくは融着技術又は当技術分野において周知の接着技術もしくは融
着技術の何れかによってポート部材824に取り付けてもよい。
【０１５２】
　図示の実施形態では、弁部材820は、ルアーチップ826と、ルアーチップ826内に支持さ
れるバルブチューブ832とを備えてもよい。バルブチューブ832は、ルアーチップ826に形
成することのできる開口部860内に少なくとも一部が配置されてもよい。いくつかの実施
形態では、ルアーチップ826がハウジング822及びバルブチューブ832に対して所定の範囲
内で軸方向に並進するのを可能にし、それによって、弁部材820が開放位置と密閉位置と
の間を移動することができるようにルアーチップ826及びハウジング822を構成してもよい
。いくつかの実施形態では、ルアーチップ826は、雌コネクタ76の端部と嵌め合い、それ
によって、後述のように雌コネクタ76がルアーコネクタ810にねじ係合したときにルアー
チップ826を引き込むことができるようにするためのタブ、突起、又はその他の要素835を
形成してもよい。後述のように、それぞれ雌コネクタ76をルアーコネクタ810にねじ係合
するか又はルアーコネクタ810とのねじ係合を解除することによって、ルアーチップ826を
開放位置と密閉位置との間を移動させることができる。
【０１５３】
　流体を概ね密封する密封部材844を、バルブチューブ832によって支持してもよく、かつ
バルブチューブ832の外面とルアーチップ826の内面との間の開口部860を密封し、それに
よって、流体がチャンバ856内及びハウジング822内に流入するのが概ね妨げられるように
構成してもよい。いくつかの実施形態では、雌コネクタ76がルアーコネクタ810から取り
外されたときにルアーチップ826が自動的に密閉位置に戻るように密閉位置の方へ付勢力
を加えるようにルアーチップ826を構成してもよい。
【０１５４】
　図11Bを参照する。雄ルアーコネクタ810と雌コネクタ76がねじ係合しながら互いの方へ
移動すると、雌コネクタ76の内面86がルアーチップ826の外面に接触するか、あるいは雌
コネクタ76の端部が、ルアーチップ826の外面上に形成されたタブ835に接触することがで
きる。これによって、雌コネクタ76の内面86とルアーチップ826の外面との間に流体密封
シールを生じさせることができる。雄ルアーコネクタ810と雌コネクタ76がさらにねじ係
合しながら移動すると、雌コネクタ76とルアーチップ826との間の接触力によってルアー
チップ826を引き込むことができ、それによって、ルアーチップ826の柔軟な端部826aがバ
ルブチューブ832の周りで伸ばされ、ルアーチップ826の柔軟な端部826aの開口部又はスリ
ット838が開放され、したがって、バルブチューブ832の開口部864aが露出され、流体が雌
コネクタ76に流入することが可能になる。雌コネクタ76をルアーコネクタ810から取り外
したときに、ルアーチップ826がその密閉位置に戻ることが好ましい。
【０１５５】
　距離、構成要素の比率など、各図に示しならびに/又は表し、本文では明示的に説明し
ていない各実施形態のあらゆる要素も、本開示の一部を形成するものである。さらに、本
発明を様々な実施形態、特徴、局面、及び実施例の文脈で開示したが、当業者には、本発
明が具体的に開示された各実施形態から本発明の代替的な他の実施形態及び/又は用途な
らびにその自明の変形例及び均等物に拡張されることが理解されよう。したがって、開示
された実施形態の様々な特徴及び局面を互いに組み合わせるか又は置き換えて、開示され
た発明の様々な態様を実施できることを理解されたい。したがって、本明細書に開示され
た本発明の範囲を開示された上述の特定の実施形態によって限定すべきでないことが意図
される。
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【符号の説明】
【０１５６】
　　9　重力送り点滴静注バッグ
　　10　ルアーコネクタ
　　10'　ルアーコネクタ
　　11　ポールスタンド
　　12　第1の端部
　　13　チューブ
　　14　第2の端部
　　14'　第2の端部
　　15　患者の腕
　　17　カテーテル
　　19　チューブ
　　20　弁部材
　　20'　弁部材
　　21　雌コネクタ
　　22　ハウジング
　　22'　ハウジング
　　24　ポート部材
　　24a　内面
　　25　分割線
　　26　ルアーチップ
　　26'　ルアーチップ
　　26a　端部
　　26a'　端部
　　26b　内面
　　26c　第2の領域
　　26c'　外面
　　28　シュラウド
　　32　バルブチューブ
　　32a　端部
　　32b　外面
　　34　バルブベース
　　36　ストラット
　　36b　後面
　　38　開口部
　　40　開口部
　　42　内壁
　　42'　内壁
　　44　密封部材
　　44'　シール部材
　　48　開口部
　　52　突起
　　54　通路
　　56　雌ねじ
　　58　突起
　　60　内部空間
　　66　タブ
　　76　雌コネクタ
　　82　雌コネクタチップ
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　　84　近位端
　　86　内面
　　110　ルアーコネクタ
　　112　第1の端部
　　114　第2の端部
　　118　シール
　　120　弁部材
　　122　ハウジング
　　124　ポート部材
　　124a　内面
　　125　分割線表面
　　126　ルアーチップ
　　126b　ベース部
　　126c　傾斜部
　　126d　斜面
　　126d2　最高点
　　126e　端部
　　126f　先細り面
　　128　シュラウド
　　132　バルブチューブ
　　132a　外面
　　132b　ベース部
　　132c　傾斜部
　　132d　平面状表面
　　138　開口部
　　140　開口部
　　143　内壁
　　144　密封部材
　　146　チャンバ
　　154　通路
　　160　開口部
　　164a　軸方向開口部
　　164b　開口部
　　210　ルアーコネクタ
　　212　第1の端部
　　214　第2の端部
　　218　シール
　　220　弁部材
　　222　ハウジング
　　224　ポート部材
　　225　分割線表面
　　226　ルアーチップ
　　226a　外面
　　226c　斜面
　　228　シュラウド
　　232　バルブチューブ
　　232a　外面
　　232b　ベース部
　　232c　斜面
　　232d　遠位端面



(41) JP 6058530 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

　　238　開口部
　　240　開口部
　　241　シール
　　242　内壁
　　243　内壁
　　244　密封部材
　　246　チャンバ
　　254　通路
　　260　開口部
　　264　軸方向開口部
　　264a　開口部
　　310　ルアーコネクタ
　　312　第1の端部
　　314　第2の端部
　　320　弁部材
　　322　ハウジング
　　323　タブ
　　324　ポート部材
　　326　ルアーチップ
　　325　分割線表面
　　326a　外面
　　326b　ベース部
　　326c　第1の当接面
　　326d　第2の当接面
　　328　シュラウド
　　332　バルブチューブ
　　332a　外面
　　338　開口部
　　340　開口部
　　344　密封部材
　　354　通路
　　360　開口部
　　364　開口部
　　364a　開口部
　　410　ルアーコネクタ
　　418　シール部材
　　420　弁部材
　　422　ハウジング
　　423　開口部
　　424　ポート部材
　　426　ルアーチップ
　　428　シュラウド
　　432　バルブチューブ
　　433　ハンドル
　　438　開口部
　　444　追加のシール
　　460　開口部
　　464　開口部
　　510　ルアーコネクタ
　　512　第1の端部
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　　514　第2の端部
　　522　ハウジング
　　523　開口部
　　524　ポート部材
　　526　ルアーチップ
　　528　シュラウド
　　532　バルブチューブ
　　533　タブ
　　534　ダイアル部材
　　535　溝
　　560　開口部
　　564　開口部
　　610　ルアーコネクタ
　　614　第2の端部
　　620　弁部材
　　622　ハウジング
　　624　ポート部材
　　626　ルアーチップ
　　628　シュラウド
　　632　バルブチューブ
　　633　ハンドル部材
　　633a　ベース部
　　638　開口部
　　644　追加のシール
　　660　開口部
　　664a　開口部
　　710　ルアーコネクタ
　　714　第2の端部
　　720　弁部材
　　722　ハウジング
　　724　ポート部材
　　726　ルアーチップ
　　732　バルブチューブ
　　733　ハンドル部材
　　735　要素
　　744　密封部材
　　810　ルアーコネクタ
　　820　弁部材
　　822　ハウジング
　　824　ポート部材
　　826　ルアーチップ
　　826a　端部
　　828　シュラウド
　　832　バルブチューブ
　　844　密封部材
　　856　チャンバ
　　860　開口部
　　864a　開口部
　　A1、A2　角度
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